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筑北村の人口
総人口 4,608 人

男 2,278 人

女 2,330 人

戸　数 1,858 戸
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普
通
会
計
の
決
算
状
況 

　

普
通
会
計
（
自
治
体
間
の
財
政
比

較
の
た
め
、
統
計
上
統一的
に
用
い
ら
れ

る
会
計
区
分
。
筑
北
村
に
お
い
て
は
、一

般
会
計
と
バ
ス
会
計
が
含
ま
れ
ま
す
。）

で
は
、
歳
入
総
額
45
億
６
，
７
０
６
万

２
千
円
に
対
し
、
歳
出
総
額
43
億
９
，

０
０
９
万
３
千
円
で
、
翌
年
度
に
繰
り

越
す
財
源
を
控
除
し
た
実
質
収
支
は
、

１
億
２
，
５
２
８
万
５
千
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

歳
入
の
状
況

　

歳
入
は
、
主
に
国
庫
支
出
金
や
地
方

交
付
税
及
び
地
方
債
の
借
入
額
の
減
少

に
よ
り
前
年
度
に
比
べ
４
億
８
，２
８
４

万
１
千
円
（
９・５
％
）
減
少
し
ま
し
た
。

【
村
税
】

　

主
に
法
人
税
及
び
軽
自
動
車
税
の
増

収
が
あ
っ
た
も
の
の
、
前
年
度
に
比
べ
48

万
２
千
円
（
０
・
１
％
）
減
少
し
ま
し
た
。

【
地
方
交
付
税
】

　

普
通
交
付
税
の
減
額
（
合
併
算
定

替
え
の
段
階
的
な
縮
減
な
ど
が
影
響
）

や
特
別
交
付
税
も
減
額
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
前
年
度
に
比
べ
１
億
５
６
６
万
３

千
円
（
４
・
２
％
）
減
少
し
ま
し
た
。

【
国
庫
支
出
金
】

　

地
方
創
生
交
付
金
や
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
な
ど
に
よ
る
補
助

事
業
の
事
業
費
の
減
少
に
よ
り
、
前

年
度
に
比
べ
１
億
４
，８
７
１
万
９
千
円

（
34
・
５
％
）
減
少
し
ま
し
た
。

【
寄
附
金
】

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附
金
の
増

に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
１
，
３
２
０

万
２
千
円
（
１
０
１
・
６
％
）
増
加
し

ま
し
た
。

【
地
方
債
】

　

合
併
特
例
債
及
び
過
疎
対
策
事

業
債
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、（
地
方
債

を
充
当
す
る
建
設
事
業
の
減
少
）
前

年
度
に
比
べ
１
億
６
，０
８
１
万
４
千
円

（
26
・
５
％
）
減
少
し
ま
し
た
。

村税
3億9,822万7千円
（8.7%）

依存財源
35億7,613万円
（78.3%）

自主財源
9億9,093万2千円
（21.7%）

(　)内構成比

歳入総額　45億6,706万2千円
《歳入の内訳》

分担金・負担金
3,046万4千円
（0.7%）

使用料・手数料
1億224万9千円
（2.2%）

繰入金
1億9,598万9千円
（4.3%）

地方債
4億4,709万9千円
（9.8%）

県支出金
2億8,670万3千円
（6.3%）

国庫支出金
2億8,237万2千円
（6.2%)

その他交付金等
9,774万7千円
（2.1%）

繰越金
1億6,077万9千円
（3.5%）

財産収入・寄附金・諸収入
1億322万4千円
（2.3%）

地方譲与税
5,559万円
（1.2%）

地方交付税
24億661万9千円
（52.7%）

平
成
29
年
度
決
算
の
状
況 

平
成
29
年
度
決
算
が
議
会
９
月
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
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歳
出
の
状
況

　

歳
出
は
、
主
に
繰
上
げ
償
還
の
実

施
や
公
債
費
や
特
定
地
区
公
園
整
備

等
の
普
通
建
設
事
業
が
あ
り
ま
し
た

が
、
前
年
度
に
比
べ
４
億
９
，
９
０
３

万
１
千
円（
10・２
％
）減
少
し
ま
し
た
。

【
人
件
費
】

　

主
に
職
員
に
係
る
給
料
な
ど
の
減

に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
８
６
２
万
４

千
円
（
１
・
２
％
）
減
少
し
ま
し
た
。

【
公
債
費
】

　

後
年
度
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
繰

上
げ
償
還
を
実
施
し
た
こ
と
等
に
よ

り
、
前
年
度
に
比
べ
７
，
７
１
３
万
１

千
円
（
10
・
７
％
）
減
少
し
ま
し
た
。

【
積
立
金
】

　

地
域
振
興
基
金
、
公
共
施
設
等
整

備
基
金
な
ど
の
積
立
額
の
減
少
に
よ

り
、
前
年
度
に
比
べ
１
億
２
，
４
２
８

万
１
千
円（
24・４
％
）減
少
し
ま
し
た
。

【
投
資
的
経
費
】

　

普
通
建
設
事
業
費
は
村
道
改
良
や

特
定
地
区
公
園
整
備
事
業
等
大
型
事

業
を
継
続
し
て
行
い
ま
し
た
が
、
１

億
２
，
２
６
６
万
３
千
円
（
16
・
７
％
）

減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
、
台
風
21
号

等
に
よ
る
災
害
復
旧
費
は
２
，
４
６
１

万
３
千
円
（
５
５
７
・
１
％
）
増
加
し

ま
し
た
が
、
全
体
で
は
、
９
，
８
０
５

万
円
（
13
・
３
％
）
減
少
し
ま
し
た
。

人件費
7億4,345万円
（16.9%）
扶助費
3億6,592万1千円
（8.3%）

繰出金
5億2,181万9千円
（11.9%）
積立金
3億8,560万8千円
（8.8%）

維持補修費
4,901万4千円
（1.1%）

物件費
7億320万2千円
（16.0%）

災害復旧事業費
2,903万1千円
（0.7%）

公債費
6億4,137万4千円
（14.6%）
普通建設事業費
6億1,062万4千円
（13.9%）

投資的経費
6億3,965万5千円
（14.6%）

その他の経費
19億9,969万3千円
（45.5%）

(　)内構成比

義務的経費
17億5,074万5千円
（39.9%）

補助費
3億4,005万円
（7.7%）

歳出総額　43億9,009万3千円
《歳出の内訳》（性質別）

平成29年度の主な事業（目的別の内訳）

総務費
（10億885万8千円）

・役場駐車場整備工事
・基幹系システム更改業務委託
・移住促進補助金
・空き家対策事業
・基金積立
・村議会議員選挙

民生費
（9億6,040万9千円）

・高齢者保健福祉センターボイラー及び給配管修繕
・結婚推進事業
・地区敬老会補助金
・放課後児童クラブ運営
・地域支援事業（介護予防）
・巡回子ども保育・教育相談事業（プレ保育、ペアレントトレーニング他）

商工費
（6,965万8千円）

・筑北村観光案内看板修繕
・商工会補助金
・観光パンフレット増刷
・温泉施設特別会計繰出金

土木費
（2億2，615万1千円）

・スマートIC詳細検討委託
・村道宮ノ前線、向原線改良事業
・道路定期点検（橋梁）業務
・村道西条別所線業務委託

衛生費
（3億3,654万8千円）

・各種検診・予防接種
・自動体外式除細動器（AED）購入
・太陽光発電設置補助金

消防費
（1億3,690万1千円）

・火の見やぐら撤去
・消防団活動・団員装備充実
・防犯灯改修事業

農林水産業費
（3億7,565万1千円）

・くるみ沢地区圃場整備事業
・森林・林業基本計画調査
・松林健全化推進事業
・水路改修事業

教育費
（5億5,124万4千円）

・本城屋内ゲートボール場改修事業
・特定地区公園整備事業
・子ども支援総合専門委員等配置事業
・スクールバス運行管理事業

議会費（5,426万8千円）　災害復旧費（2,903万1千円）　公債費（6億4,137万4千円）
合計43億9,009万3千円
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特
別
会
計
の
決
算
状
況 

　

と
く
ら
温
泉
施
設
、
冠
着
温
泉
施

設
に
お
い
て
は
、
６
月
か
ら
指
定

管
理
か
ら
村
直
営
に
移
行
し
た
こ

と
に
よ
り
歳
入
決
算
額
、
歳
出
決

算
額
と
も
に
大
幅
に
増
加
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
指
定
管
理
の
間
は
、

村
は
指
定
管
理
料
や
規
模
の
大
き

い
修
繕
等
に
つ
い
て
賄
っ
て
き
ま

し
た
が
、
直
営
に
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
指
定
管
理
者
が
管
理

し
て
い
た
施
設
の
使
用
料
収
入
、
維

持
管
理
に
係
る
支
出
に
つ
い
て
も

村
で
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た

め
で
す
。

　

平
成
29
年
度
に
公
営
企
業
会
計

で
実
施
し
た
主
な
事
業
は
、
簡
易
水

道
事
業
で
は
、
乱
橋
及
び
杉
崎
地
区

の
本
管
敷
設
替
え
工
事
や
深
井
戸

ポ
ン
プ
の
更
新
、
集
落
排
水
事
業
で

は
、
５
箇
所
の
処
理
場
の
維
持
管

理
、
合
併
浄
化
槽
事
業
で
は
、
浄
化

槽
６
基
の
設
置
な
ど
を
実
施
し
ま

し
た

住民１人当たり130 万円で、前年度に比べ 3 万 5 千円減少しました。
地方債（借金）残高の状況

《特別会計歳入歳出決算額の状況》

特別会計名 歳 入 決 算 額
①

歳 出 決 算 額
②

差　引　額
③（①－②）

繰越財源
④

実質収支額
③－④

公
営
事
業

国 民 健 康 保 険 7億8,447万2千円 7億7,691万8千円 755万4千円 755万4千円

国民健康保険診療所 3,024万9千円 2,921万6千円 103万3千円 103万3千円

後 期 高 齢 者 医 療 6,796万2千円 6,764万5千円 31万7千円 31万7千円

介 護 保 険 8億1,184万2千円 7億8,275万8千円 2,908万4千円 2,908万4千円

公
営
企
業

宅 地 造 成 事 業 65万円 62万1千円 2万9千円 2万9千円

と く ら 温 泉 施 設 1億1,505万5千円 1億1,390万8千円 114万7千円 114万7千円

差 切 峡 温 泉 施 設 2,966万2千円 2,842万7千円 123万5千円 123万5千円

冠 着 温 泉 施 設 7,484万2千円 7,077万7千円 406万5千円 324 万 0 千円 82万5千円

簡 易 水 道 事 業 2億2,229万9千円 2億2,103万6千円 126万3千円 126万3千円

集 落 排 水 事 業 1億4,046万3千円 1億3,938万3千円 108万0千円 108万0千円

合 併 浄 化 槽 事 業 6,971万3千円 6,767万4千円 203万9千円 203万9千円

合　　　　　　計 23億4,721万1千円 22億9,836万5千円 4,884万6千円 324万円 4,560万6千円

※端数処理の関係で、各事業の数字を足したものと合計が合わない場合があります。

会　　　計　　　名 地 方 債 残 高 住民 1 人当たり

一 般 会 計 39億4,014万7千円 84万2千円

宅 地 造 成 事 業 特 別 会 計 392万2千円 1千円

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 9億1,136万2千円 19万5千円

集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 9億2,591万6千円 19万8千円

合 併 浄 化 槽 事 業 特 別 会 計 2億9,915万1千円 6万4千円

合 計 60億8,049万8千円 130万0千円

※住民1人当たりの金額は、年度末の住基人口（H29年度末 4,677人）で算出しています。
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住民１人当たり88 万 1 千円で、前年度に比べ 5 万 9 千円増加しました。
基金（貯金）残高の状況

筑 北 村 の 財 政 指 標
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律により、平成 29 年度決算の健全化判断
比率と公営企業の資金不足比率を公表します。

≪健全化判断比率の状況≫
指　標　名 H29 H28 早期健全化基準 財政再生基準 説　　　　　　　　　明

実 質
赤 字 比 率 － － 15.00％ 20.00％

普通会計の赤字の割合を示す指標。
赤字がありませんので数値が入りま
せん。

連 結 実 質
赤 字 比 率 － － 20.00％ 30.00％

特別会計も含めた全ての会計の赤字
の割合を示す指標。全会計で赤字が
ありませんので数値が入りません。

実 質 公 債
費 比 率 4.8％ 5.7％ 25.0％ 35.0％

公債費（借金返済額）やそれに準じ
る経費の財政に対する負担の程度を
示す指標。近年の繰上償還により地
方債現在高が減少していることや元
利償還金が減少傾向にあることなど
から、対前年度比で 0.9％減少とな
りました。

将 来
負 担 比 率 － － 350.0％

一般会計等の公債費のほか将来的に
支出が見込まれる経費の財政規模に
占める割合を示す指標。前年度と同
様に、将来負担額に対して充当可能
な財源等が上回る結果となり、数値
なしとなりました。

≪資金不足比率の状況≫
　この指標は、公営企業会計（全部で７会計）の資金不足の状況を示すものですが、資金不足
を生じている会計はありませんでした。 ※全会計「数値なし」

基　　　金　　　名 基　金　残　高 住民1人当たり
財 政 調 整 基 金 27億3,550万8千円 58万5千円
減 債 基 金 3億1,966万0千円 6万8千円
地 域 福 祉 基 金 1億5,910万0千円 3万4千円
ふ る さ と 土 と 水 保 全 基 金 900万0千円 2千円
ふ る さ と づ く り 基 金 2,590万6千円 6千円
地 域 振 興 基 金 5億9,126万7千円 12万6千円
公 共 施 設 等 整 備 基 金 2億497万3千円 4万4千円
国 保 財 政 安 定 化 基 金 6,041万1千円 1万3千円
簡 易 水 道 事 業 基 金 177万0千円 0千円
簡 易 水 道 減 債 基 金 82万4千円 0千円
造 成 宅 地 管 理 基 金 289万9千円 1千円
介 護 保 険 支 払 準 備 基 金 1,002万8千円 2千円
合 計 41億2,134万6千円 88万1千円

※住民1人当たりの金額は、年度末の住基人口（H29年度末 4,677人）で算出しています。
※「0千円」は、千円未満の金額があることを示しています。
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医療・介護連携手帳（いきいき手帳）のご利用について
筑北村では、ご本人・ご家族と医療・介護の関係者が体調や生活状況に関する情報を共有する

ための「いきいき手帳」を作成しましたので、ご案内します。

目的・内容
ご本人やご家族自身が体調や生活の状態を自己管理すると

共に医療・介護の関係者等がその情報を共有することで、症
状の変化に早く気づき、地域で安心して暮らしていけるよう、
筑北地域在宅医療・介護推進会議において関係団体から提案、
編集のもと「いきいき手帳」を作成しました。

対象者
手帳配付の対象者は、要支援・要介護認定を受け、自宅で

生活している方やそのご家族などです。
手帳の利用を希望される方は、担当のケアマネジャー、ま

たは役場地域包括支援センターにご相談ください。ご本人ま
たはご家族の利用同意を確認後、配付いたします。 手帳は
無料です。

詳しくは住民福祉課 66-2111 までご連絡ください。

筑北村 医療・介護連携

いきいき手帳

筑北地域在宅医療・介護連携推進会議

１１月は「児童虐待防止推進月間」です

「児童虐待防止推進月間」とは…
後を絶たない児童虐待の防止に向けて、私たち国民一人ひとりが児童虐待問題をよく理解し、

社会全体の問題として取り組んでいくことを目的に、平成 16 年度から「児童虐待防止法」が施行
された 11 月を「児童虐待防止推進月間」と定め、児童虐待防止のための啓発活動を行なうものです。

「児童虐待防止推進月間」の基本方針
　１．児童虐待防止に向けた意識の高揚・定着
　２．地域社会に根ざした児童虐待防止活動の促進
　３．児童虐待防止活動による関係機関、地域住民等との連携

「子どもを虐待から守るための５か条」
　１．「おかしい」と感じたら迷わず連絡
　２．「しつけのつもり」は言い訳
　３．ひとりで抱え込まない
　４．親の立場より子どもの立場
　５．虐待はあなたの周りでも起こりうる

「虐待かな？と思ったらすぐに連絡を！」
子どもの様子が気になる、疑いがある。と思ったら、住民福祉課66-2111までご連絡ください。
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■処理対象物寸法（可燃性粗大ごみ）

受け入れ条件及びお願い事項
●布団等長尺ものは畳んだ状態で処理対象

物最大寸法に収まるものが対象です。
●木材は直径 20㎝以下、長さ 2m 以下が

対象です。
●金具類、磁石類、ガラス等の処理不適物

は取り除いてください。

穂高広域施設組合（穂高クリーンセンター）
新ごみ処理施設建設工事が始まります。

―地域に親しまれる施設をめざして―
 新ごみ処理施設の概要 
■建設場所	 安曇野市穂高北穂高 1000 番地
■建設工事事業者	 ＪＦＥエンジ・武井組
			   特定建設工事共同企業体
■運営業務事業者	 エコサービスあづみ野株式会社
■契約金額（税込）	 建設工事：10,044,000,000 円
			   運営業務：  7,916,400,000 円
■契約期間	 建設工事：2018 年 4 月11日～ 2021 年 2 月 28 日
		  運営業務：2021 年 3 月 1 日～ 2041 年 3 月 31日
■施設規模	 ご み 焼 却 施 設：120t/ 日（60t/24h × 2 炉）
		  不燃物処理施設：3t/ 日

1m

2m

1.2m

 新ごみ処理施設の処理対象ごみ 
■一般廃棄物可燃ごみ
【可燃性粗大ごみ】
　家庭から出される、畳、布団等長尺、
　木材（直径 20㎝以内）、木製家具、プラスチック類等
【家庭系可燃ごみ】
　家庭から出され、市町村（委託した収集業者）が集め

た燃えるごみ及び家庭から直接持込まれた燃えるごみ
【事業系可燃ごみ】
　特定の事業活動にあたらない事業者から出される
　「紙くず」「木くず」「繊維くず」等の燃えるごみ
■一般廃棄物不燃ごみ
　割れたビン、汚れたビン等のリサイクル出来ない
　ガラス、陶磁器類

●お問い合わせ　穂高広域施設組合
　住所：安曇野市穂高北穂高1589-2
　電話：0263-82-2147　FAX：0263-82-8779
　mail：hotaka-kouiki-sisetuseibi@ns.anc-tv.ne.jp

新しく受入可能になりました 処理対象物最大寸法は
「長さ2m×幅1.2m×高さ1m」です。
「2m×1.2m×1m」に
収まっていれば、対象物の向きは
関係ありません。
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 除雪の目的について

　除雪は、降雪時や路面凍結時に通行車両がスタッドレスタイヤやチェーンなどの安全装置
をし、路面状況に応じた運転を行っている場合の交通の安全確保、特に通勤通学の交通を確
保するために行います。

 除雪開始の基準について

　村・県道…役場又は各支所前 10㎝以上
　国・県道…10㎝以上
　※ 通常降雪時は、昨年と同じ路線の除雪を行います。

 異常積雪時の最優先除雪路線について

　異常降雪時には最優先除雪路線を定め除雪を行います。

【異常降雪時の定義】
　① 30㎝以上の積雪があり、その後も断続的に降雪のおそれのある場合。
　② 事前の圧雪と今後の降雪の予測により、道路交通に支障が出ると判断した場合。

【最優先除雪路線とは】
　異常降雪時に優先して除雪を行う路線です。特に交通量の多い村道及び国・県道に通じる
村道を対象とします。実際の対応方法としては、下記の図①、②のとおりとなります。

平 成 ３ ０ 年 度 　 除 雪 作 業 の お 知 ら せ 　

①それぞれの集落から国・県道に通じる村
道の通行可能な状態が確保された場合、
集落と集落を結ぶ村道の除雪は、全ての
最優先除雪路線の除雪が終わった後に実
施します。

【図①】

最優先除雪路線

最優先除雪路線

民家 民家

民家

民家

この区間は、最優先除
雪路線の除雪が全て終
わった後、除雪します

県　
　

道

②集落から国・県道に通じる村道１路線の
通行可能な状態が確保された場合、その
集落から国・県道へ通じる別の村道の除
雪は、全ての最優先除雪路線の除雪が終
わった後に実施します。

【図②】

民家

民家

民家

民家 民家

この区間は、最優先除
雪路線の除雪が全て終
わった後、除雪します

国　　道

県　
　

道

最優先除雪路線

－建 設 課－　平成３０年１１月
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 除雪に関するお願い

１．自動車の路上駐車は、除雪の妨げになりますので、やめてください。
２．除雪は、限られた除雪機により主要道路から行なうため、地区によっては除雪が遅
　　くなる場合がありますがご理解ください。
３．除雪の実施により、道路の両側にはどうしても除雪した雪が残ってしまいます。除
　　雪作業の時間によっては、住宅の出入口や他道路の交差点部分について、皆さんの
　　除雪作業後に、再度雪を残していく場合があります。その際は、お手数でも残った
　　雪の除雪について、ご理解、ご協力をいただくようお願いいたします。

 住民の方への塩カル配布について

　安全な道路交通を確保するために、道路の凍結部分や公共施設の駐車場等に散布する場合、本
城地域は建設課、坂北、坂井地域は各支所窓口で塩カルを配布します。
　塩カルの受け取りは、区長又は常会長とし、それ以外の場合は必ず区長又は常会長の了承を得
て、一回一人３袋までとします。
　なお、受け取り時間は、午前８時３０分から午後５時までとします。
　また、時期によっては村で管理している塩カルの在庫数が著しく少なくなる場合があります。そ
の際は、一回にお渡しできる数も少なくなる場合がありますのでご了承ください。

お問い合わせ先

◇村道の除雪に関すること
　建 設 課 建 設 係 		  Tel　0263-66-2111
◇国道、県道の除雪に関すること
　松本建設事務所 維持管理課
　　●平日（8:30〜17:15）	 Tel　0263-40-1965
　　●夜間・土日・祝祭日		 Tel　0263-47-7800

 
【一般県道真田新田線】
　区間　筑北村真田～上田市上室賀
　期間　平成30年11月30日（金）　～　平成31年4月12日（金）（予定）

【一般県道聖高原杉崎線・一般県道聖高原千曲線】
　区間　筑北村坂井大野田～麻績村聖高原
　期間　平成30年11月30日（金）　～　平成31年4月12日（金）（予定）
※上記３路線とも迂回路はありません。
※村道冠着線は落石の危険があるため、通年全面通行止めになっています。

平 成 ３ ０ 年 度 　 除 雪 作 業 の お 知 ら せ 　

冬季通行止め路線等について
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Ⅰ 

調
査
の
概
要

１ 

調
査
の
目
的

⑴ 

全
国
的
な
児
童
生
徒
の
学
力

や
学
習
状
況
を
把
握
・
分
析
し
、

教
育
施
策
の
成
果
と
課
題
を
検

証
す
る
。

⑵ 

児
童
生
徒
へ
の
教
育
指
導
の
充

実
や
学
習
状
況
の
改
善
等
に
役

立
て
る
。

⑶ 

教
育
に
関
す
る
継
続
的
な
検
証

改
善
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す
る
。

２ 

実
施
日　

平
成
30
年
４
月
17
日（
火
）

３ 

対
象
学
年　

村
内
２
小
学
校
第
６

学
年
、
聖
南
中･

筑
北
中
学
校
第
３
学
年

Ⅱ 

全
国
学
力
調
査
の
状
況

１ 

各
教
科
平
均
正
答
率
に
よ
る
調
査
結
果

（
単
位
％
、
小
数
点
第
一
位
で
四
捨

五
入
、
い
ず
れ
も
公
立
小
中
学
校
）

て
記
述
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

一
方
、「
図
形
」
で
は
、
合

同
な
正
三
角
形
で
敷
き
詰
め
ら

れ
た
模
様
の
中
か
ら
、
条
件
に

合
う
図
形
を
見
い
だ
す
こ
と
に

は
、
課
題
が
み
ら
れ
る
。

⑶ 

理 

科

　
　
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
で
は
、
乾

電
池
の
つ
な
ぎ
方
を
変
え
る
と

電
流
の
向
き
が
変
わ
る
こ
と
を
、

実
際
の
回
路
に
適
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
　

一
方
、「
物
質
」
で
は
、
食

塩
水
を
熱
し
た
と
き
の
食
塩
の

蒸
発
に
つ
い
て
、
実
験
を
通
し

て
導
き
出
す
結
論
を
書
く
こ
と

に
は
、
課
題
が
み
ら
れ
る
。

２ 

中
学
校

⑴ 

国 

語

　
　
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」

で
は
、
話
し
合
い
の
際
の
メ
モ

の
取
り
方
に
つ
い
て
、
話
題
や

方
向
を
捉
え
て
、
メ
モ
を
取
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
　

一
方
、「
書
く
こ
と
」
で
は
、

相
手
に
的
確
に
伝
わ
る
よ
う
に
、

話
の
あ
ら
す
じ
を
捉
え
て
書
く

こ
と
に
は
、
課
題
が
み
ら
れ
る
。

⑵ 

数 

学

　
　
「
数
と
式
」
で
は
、
具
体
的

な
場
面
に
お
け
る
関
係
を
表
す

式
を
、
等
式
の
性
質
を
用
い
て
、

目
的
に
応
じ
て
変
形
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
　

一
方
、「
資
料
の
活
用
」
で
は
、

与
え
ら
れ
た
情
報
か
ら
必
要
な

情
報
を
選
択
し
、
的
確
に
処
理

す
る
こ
と
に
は
、
課
題
が
み
ら

２ 

調
査
結
果
の
見
方

⑴ 

「
平
均
正
答
率
」
と
は
、
国
語
、

算
数
・
数
学
、
理
科
の
平
均
正

答
数
を
設
問
数
で
割
っ
た
値
の

百
分
率
を
表
し
て
い
る
が
、
昨

年
度
よ
り
小
数
点
第
一
位
を
四

捨
五
入
し
整
数
で
表
す
よ
う
に

な
っ
た
。

⑵ 

【
注
】
の
見
方
は
、
左
記
の
通

り
で
あ
る
。

ア 

「
同
等
」
と
は
、
全
国
の
平
均

正
答
率
と
比
較
し
て
、
筑
北
村

の
各
教
科
の
平
均
正
答
率
が
、

±
５
ポ
イ
ン
ト
以
内
の
状
況
に

あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

イ 

「
顕
著
」
と
は
、
全
国
の
平
均

正
答
率
と
比
較
し
て
、
筑
北
村

の
各
教
科
の
平
均
正
答
率
が
５

ポ
イ
ン
ト
以
上
上
回
っ
て
い
る
状

況
に
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

Ⅲ 

「
全
国
学
力
調
査
」
か
ら
示
唆
さ
れ
た
こ
と

１ 

小
学
校

⑴ 

国 

語

　
　
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」

で
は
、
話
し
手
の
意
図
を
捉
え

な
が
ら
聞
き
、
自
分
の
意
見
と

比
べ
る
な
ど
し
て
、
自
分
の
考

え
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

一
方
、「
書
く
こ
と
」
で
は
、

学
年
別
漢
字
配
当
表
に
示
さ
れ

て
い
る
漢
字
を
、
文
の
中
で
正

し
く
使
う
こ
と
に
は
、
課
題
が

み
ら
れ
る
。

⑵ 

算 

数

　
　
「
数
と
計
算
」
で
は
、
折
り

紙
の
枚
数
が
百
枚
あ
れ
ば
足
り

る
理
由
を
、
示
さ
れ
た
数
量
と

関
連
付
け
、
根
拠
を
明
確
に
し

れ
る
。

⑶ 

理 

科

　
　
「
地
学
的
領
域
」
で
は
、
天

気
の
特
徴
に
関
す
る
知
識
及
び

観
測
方
法
等
を
活
用
し
て
、
台

風
の
進
路
や
風
向
を
科
学
的
に

探
究
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

一
方
、「
化
学
的
領
域
」
で

は
、
ア
サ
リ
が
出
す
砂
の
質
量

は
何
に
関
係
し
て
い
る
の
か
を
、

水
溶
液
の
濃
さ
や
無
脊
椎
動
物

に
関
す
る
知
識
等
を
活
用
し
て
、

科
学
的
に
探
究
す
る
こ
と
に
は
、

課
題
が
み
ら
れ
る
。

Ⅳ 

「
学
習
状
況
調
査
」
の
状
況

１ 

生
活
習
慣
や
学
習
環
境
等
に
関

す
る
質
問
紙
調
査

⑴ 

児
童
生
徒
に
対
す
る
調
査

ア 

学
習
意
欲
、
学
習
方
法
、
学

習
環
境
、
生
活
の
諸
側
面
等

⑵ 

学
校
に
対
す
る
調
査

ア 

指
導
方
法
に
関
す
る
取
組
や

人
的
・
物
的
な
教
育
条
件
整
備

の
状
況
等

２ 

良
好
な
状
況
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
こ
と

※ 

「
良
好
な
状
況
で
あ
る
」と
は
、

全
国
と
比
べ
て
５
ポ
イ
ン
ト
以

上
望
ま
し
い
生
活
等
が
上
回
っ

て
い
る
状
況

⑴　

家
庭
生
活

ア 

小
学
校
第
６
学
年

・
毎
日
、
同
じ
時
刻
に
起
き
て
い
る
。

イ 

中
学
校
第
３
学
年

・
家
で
、
学
校
の
宿
題
を
し
て
い
る
。

・
家
で
、
学
校
の
授
業
の
予
習
・
復

習
を
し
て
い
る
。

・
家
で
、
予
習
・
復
習
や
テ
ス
ト

　

平
成
30
年
度
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
の
結
果
に
つ
い
て（
公
表
）

 

筑
北
村
教
育
委
員
会

教 科 県 全国 筑北村  【注】

小
学
校

国 語 A 72 71 同  等  【ア】
国 語 B 55 55 同  等
算 数 A 62 64 同  等
算 数 B 50 52 同  等
理  科 61 60 顕  著  【イ】

中
学
校

国 語 A 76 76 同  等
国 語 B 61 61 顕  著
数 学 A 65 66 顕  著
数 学 B 46 47 同  等
理  科 66 66 同 等
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勉
強
な
ど
の
自
学
自
習
に
お

い
て
、
教
科
書
を
使
い
な
が

ら
学
習
し
て
い
る
。

・
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ニ
ュ
ー

ス
を
見
て
い
る
。

ウ 

小
・
中
学
校
で
共
通
し
て
い
る
内
容

・
自
分
で
計
画
を
立
て
て
勉
強

し
て
い
る
。

⑵ 

学
校
生
活

ア 

小
学
校
第
６
学
年

・
算
数
の
問
題
の
解
き
方
が
分

か
ら
な
い
と
き
は
、
諦
め
ず

に
い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
考
え

ら
れ
る
。

・
自
分
の
考
え
が
う
ま
く
伝
わ

る
よ
う
、
資
料
や
文
章
、
話

の
組
立
て
な
ど
を
工
夫
し
て

発
表
し
て
い
る
。

イ 

中
学
校
第
３
学
年

・
数
学
の
授
業
の
内
容
が
よ
く

分
か
る
。

・
授
業
や
課
外
活
動
で
、
地
域

の
こ
と
を
調
べ
た
り
、
地
域

の
人
と
関
わ
っ
た
り
す
る
機

会
が
数
多
く
あ
る
。

ウ 

小･

中
学
校
で
共
通
し
て
い
る
内
容

・
理
科
の
勉
強
は
好
き
で
、
自

分
の
考
え
を
周
り
の
人
に
説

明
し
た
り
、
発
表
し
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

⑶ 

地
域
生
活

ア 

小
学
校
６
学
年

・
地
域
の
大
人
に
勉
強
や
ス

ポ
ー
ツ
を
教
え
て
も
ら
っ
た

り
、
一
緒
に
遊
ん
だ
り
し
た

こ
と
が
数
多
く
あ
る
。

イ 

中
学
校
３
学
年

Ⅴ 

今
後
に
向
け
て

１ 

更
に
、
伸
長
さ
せ
て
い
き
た
い
こ
と

⑴ 

家
庭
生
活

　
　
「
自
分
に
は
、
よ
い
と
こ
ろ
が

あ
る
と
思
い
ま
す
か
」に
対
し
て
、

小
学
生
・
中
学
生
と
も
に
約
90
％

が
、「
当
て
は
ま
る
」あ
る
い
は「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
、当
て
は
ま
る
」

と
回
答
し
て
お
り
、
小
学
生
は
全

国
と
比
べ
て
約
７
％
、
中
学
生
は

約
10
％
も
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
　

こ
の
こ
と
は
、
自
分
の
進
路

決
定
に
関
わ
る
人
間
関
係
形
成

能
力
か
ら
み
る
と
、
小
学
校
中

学
年
の
「
自
分
の
よ
い
と
こ
ろ
を

見
つ
け
る
能
力
や
態
度
」、
中
学

校
の
「
自
分
の
良
さ
や
個
性
が
分

か
り
、
他
者
の
良
さ
や
感
情
を
理

解
し
、
尊
重
す
る
態
度
や
能
力
」

に
つ
な
が
る
基
盤
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
家
庭
で
も
学
校
で
の
我
が

子
の
取
組
等
に
つ
い
て
話
題
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑵ 

学
校
生
活

　
　
「
算
数
（
数
学
）
の
問
題
の
解

き
方
が
分
か
ら
な
い
と
き
は
、
諦

め
ず
に
い
ろ
い
ろ
な
方
法
を
考
え

ま
す
か
」
に
対
し
て
、
小
学
生
は

約
87
％
、
中
学
生
約
79
％
が
、「
当

て
は
ま
る
」
あ
る
い
は
「
ど
ち
ら

か
い
え
ば
当
て
は
ま
る
」
と
回
答

し
て
お
り
、
全
国
と
比
べ
て
、
小

学
生
・
中
学
生
と
も
約
10
％
も

上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
　

こ
の
こ
と
は
、
ど
の
子
ど
も

も
一
時
間
の
授
業
で
自
分
の
力
を

出
し
切
り
、
学
習
内
容
を
分
か

り
た
い
と
願
っ
て
い
る
の
で
、
教

・
地
域
や
社
会
で
起
こ
っ
て
い
る
問

題
や
出
来
事
に
関
心
が
あ
る
。

ウ 

小
・
中
学
校
で
共
通
し
て
い
る
内
容

・
今
、
住
ん
で
い
る
地
域
の
行
事

に
進
ん
で
参
加
し
て
い
る
。

３ 

改
善
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
こ
と

※ 

「
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
」
と

は
、
全
国
と
比
べ
て
５
ポ
イ
ン

ト
以
上
望
ま
し
く
な
い
生
活
等

が
見
ら
れ
る
状
況

⑴ 

家
庭
生
活

ア 

小
学
校
第
６
学
年

・
家
で
、
学
校
の
授
業
の
予
習･

復
習
を
し
て
い
な
い
児
童
が

多
い
。

イ 

中
学
校
第
３
学
年

・
学
校
の
授
業
時
間
以
外
に
、

普
段
（
月
～
金
曜
日
）
、
１

日
当
た
り
２
時
間
以
上
勉
強

し
て
い
る
生
徒
は
少
な
い
。

⑵ 

学
校
生
活

ア 

小
学
校
第
６
学
年

・
該
当
す
る
項
目
は
あ
り
ま
せ
ん
。

イ 

中
学
校
第
３
学
年

・
該
当
す
る
項
目
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ウ 

小
・
中
学
校
で
共
通
し
て
い
る
内
容

・
算
数
（
数
学
）
の
勉
強
は
、
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
、
苦
手
で

あ
る
児
童
・
生
徒
が
多
い
。

⑶ 

地
域
生
活

ア 

小
学
校
第
６
学
年

･ 

地
域
社
会
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
参
加
し
た
こ
と
が

な
い
児
童
が
多
い
。

イ 

中
学
校
第
３
学
年

・
該
当
す
る
項
目
が
あ
り
ま
せ
ん
。

職
員
は
、
追
究
の
喜
び
や
達
成
感

を
感
じ
取
れ
る
「
分
か
る
授
業
」

の
実
践
に
務
め
ま
す
。

⑶ 

地
域
生
活

　
　
「
地
域
や
社
会
を
よ
く
す
る
た

め
に
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
」
に
対
し
て
、

小
学
生
は
約
57
％
、
中
学
生
は
約

53
％
が
「
当
て
は
ま
る
」
あ
る
い

は
「
ど
ち
ら
か
い
え
ば
当
て
は
ま

る
」
と
回
答
し
て
お
り
、
全
国
と

比
べ
て
、
小
学
生
は
約
７
％
、
中

学
生
約
14
％
も
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
　

こ
の
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち

が
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自

覚
が
育
ま
れ
て
き
て
い
る
と
捉
え

ら
れ
ま
す
の
で
、
教
育
委
員
会

事
務
局
と
し
て
、「
子
ど
も
議
会
」

や
「
地
域
の
大
人
と
の
交
流
等
」

の
企
画
実
践
に
務
め
ま
す
。

２ 

更
に
、
改
善
を
図
り
た
い
こ
と

　
　

本
年
度
よ
り
、
教
育
委
員
会

事
務
局
が
あ
る
坂
井
支
所
の
２
階

に
「
こ
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
ま
し
た
。
主
な
事
業
と

し
て
、
教
育
相
談
事
業
や
研
修
事

業
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

と
り
わ
け
、
相
談
事
業
で
は
、

本
人
や
保
護
者
、
支
援
者
等
を
含

め
て
、
月
平
均
相
談
約
10
件
、
電

話
相
談
約
30
件
に
対
応
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
　

更
に
、
子
ど
も
た
ち
が
毎
日

笑
顔
で
、
保
育
園
・
小
中
学
校
へ

通
園
・
登
校
が
で
き
る
よ
う
に
、

研
修
事
業
も
含
め
て
、早
期
支
援
・

早
期
対
応
に
心
が
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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Ⅰ　

調
査
の
概
要

�

（
筑
北
村
教
育
委
員
会
公
表
参
照
）

Ⅱ　

｢

全
国
学
力
調
査｣

の
状
況

１ 

主
と
し
て
、｢
知
識
Ａ｣

に
関

す
る
調
査
結
果

　
　

｢

国
語
Ａ｣

｢
理
科｣
と
も

に
、
基
礎
・
基
本
の
定
着
は
、

全
国
の
平
均
正
答
率
【
※
①
】

と
比
べ
て
、
同
等
【
※
②
】

で
あ
る
が
、｢

数
学
Ａ｣

は
不

十
分
【
※
③
】
で
あ
る
と
捉

え
て
い
ま
す
。

【
①
】｢

平
均
正
答
率｣

と
は
、
国

語
・
数
学
・
理
科
の
平
均
正

答
数
を
設
問
数
で
割
っ
た
値

の
百
分
率
の
こ
と
で
あ
る
。

【
②
】｢

同
等｣

と
は
、
全
国
の

平
均
正
答
率
と
比
較
し
て
、

筑
北
中
学
校
の
各
教
科
の

平
均
正
答
率
が
±
５
ポ
イ

ン
ト
以
内
の
状
況
に
あ
る

こ
と
を
表
し
て
い
る
。

【
③
】｢

不
十
分｣

と
は
、
全
国

の
平
均
正
答
率
と
比
較
し

て
、
筑
北
中
学
校
の
各
教

科
の
平
均
正
答
率
が
、
５

ポ
イ
ン
ト
よ
り
下
回
っ
て

い
る
状
況
に
あ
る
こ
と
を

表
し
て
い
る
。

２ 

主
と
し
て
、｢

活
用
Ｂ｣

に
関

す
る
調
査
結
果

　
　

｢

国
語
Ｂ｣

「
数
学
Ｂ
」｢

理

・
家
庭
学
習
の
時
間
は
余
り
伸

び
て
い
な
い
が
、
特
に
学
習

時
間
が
極
端
に
短
い
生
徒
は

少
な
い
。

・
家
で
自
分
で
計
画
を
立
て
て

勉
強
し
て
い
る
生
徒
が
多
い
。

・
週
末
、
家
庭
で
勉
強
や
読
書

を
し
て
い
る
生
徒
の
割
合
が

比
較
的
高
い
。

⑵ 

学
校
生
活

・
将
来
の
夢
や
目
標
を
持
っ
て

い
る
生
徒
の
割
合
が
高
い
。

・
話
し
合
う
活
動
で
自
分
の
考

え
を
深
め
た
り
、
広
げ
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
生
徒
の

割
合
が
高
い
。

・
人
の
役
に
立
つ
人
間
に
な
り

た
い
と
願
う
生
徒
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
。

⑶ 

地
域
生
活

・
該
当
す
る
項
目
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２ 

改
善
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
こ
と

※｢

改
善
す
る
必
要
が
あ
る｣

と
は
、
全
国
と
比
べ
て
、
５

ポ
イ
ン
ト
以
上
望
ま
し
く
な

い
生
活
等
が
見
ら
れ
る
状
況

⑴ 

家
庭
生
活

・
平
日
の
家
庭
学
習
時
間
が
２

時
間
未
満
の
生
徒
の
割
合
が

高
い
。

・
授
業
の
予
習
や
復
習
を
し
て

い
る
生
徒
の
割
合
が
低
い
。

・
毎
日
朝
食
を
食
べ
な
い
生
徒

が
若
干
い
る
。 

・
全
体
的
に
読
書
時
間
が
短
い

科
」
と
も
、思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
等
の
定
着
は
全
国
の

平
均
正
答
率
と
比
べ
て
同
等

で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

Ⅲ　

｢

全
国
学
力
調
査｣

か
ら
示
唆
さ
れ
た
こ
と

１ 

国 

語

　
　

｢

知
識
Ａ｣

で
は
、｢

伝
統
的

な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に

関
す
る
事
項｣

の
領
域
に
お
い
て
、

基
礎
・
基
本
の
定
着
が
不
十
分

で
す
。

２ 

数 

学

　
　
「
数
学
Ａ
」
で
は
、｢

数
と
式｣

｢

関
数｣

の
領
域
に
お
い
て
、基
礎・

基
本
の
定
着
は
不
十
分
で
す
。

　
　

｢

数
学
Ｂ｣

で
は
、｢

図
形｣

の

領
域
に
お
い
て
、
思
考
力
・
判

断
力
・
表
現
力
等
の
定
着
は
顕

著
で
す
が
、「
資
料
の
活
用
」
の

領
域
に
お
い
て
は
不
十
分
で
す
。

３ 

理 

科

　
　
「
物
理
的
領
域
」
の
基
礎
・
基

本
の
定
着
は
顕
著
で
す
が
、「
生

物
的
領
域
」
で
は
不
十
分
さ
が

み
ら
れ
ま
す
。

Ⅳ ｢

学
習
状
況
調
査｣

の
状
況

１ 

良
好
な
状
況
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
こ
と

※｢

良
好
な
状
況
で
あ
る｣

と
は
、

全
国
と
比
べ
て
５
ポ
イ
ン
ト

以
上
望
ま
し
い
生
活
等
が
上

回
っ
て
い
る
状
況

⑴ 

家
庭
生
活

・
90
％
の
生
徒
が
、
決
ま
っ
た

時
間
に
、
起
床
・
就
寝
を
し

て
い
る
。

生
徒
の
割
合
が
高
い
。

⑵ 

学
校
生
活

・
自
己
肯
定
感
が
低
い
生
徒
が
い
る
。

⑶ 

地
域
生
活

・
該
当
す
る
項
目
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ⅴ 

今
後
に
向
け
て

１ 

更
に
伸
長
さ
せ
て
い
き
た
い
こ
と

⑴ 

家
庭
学
習
の
習
慣
化
を
目
指

し
、
授
業
と
連
動
し
た
復
習
や

予
習
に
な
る
よ
う
授
業
展
開
を

工
夫
し
た
り
、
家
庭
学
習
の
評

価
も
検
討
し
た
り
す
る
こ
と
を

継
続
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

⑵ 

交
流
型
学
習
（
ペ
ア
ー
、
グ

ル
ー
プ
、
学
級
全
体
）
に
よ
る

友
と
の
関
わ
り
や
対
話
を
通
し

て
、
主
体
的
な
関
わ
り
や
自
己

表
現
力
等
の
伸
長
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

２ 

更
に
、
改
善
を
図
り
た
い
こ
と

⑴ 

学
校
で
の
諸
活
動
で
、
明
確

な
目
的
や
必
要
感
を
持
た
せ
、

達
成
感
や
自
己
有
用
感
を
高
め

る
中
で
、
自
己
肯
定
感
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
友
達

と
の
活
動
を
通
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
自
己
表

現
力
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

⑵ 

朝
読
書
を
更
に
充
実
さ
せ
る

と
と
も
に
、
学
習
セ
ン
タ
ー
の

効
果
的
利
用
や
本
に
興
味
を

持
つ
た
め
の
工
夫
（
ビ
ブ
リ
オ

バ
ト
ル
の
実
施
等
）
を
検
討
し

な
が
ら
、
自
ら
本
に
親
し
み
読

書
量
を
増
や
す
指
導
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

平
成
30
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
の
結
果
に
つ
い
て（
公
表
）

�
麻
績
村
筑
北
村
学
校
組
合
教
育
委
員
会
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告

●
企
画
財
政
課
の
協
力
隊
よ
り
●

「
移
住
促
進
の
悩
み
」

最
近
、
空
き
家
バ
ン
ク
だ
け
で
移

住
促
進
を
し
て
い
く
こ
と
に
限
界
を

感
じ
て
き
ま
し
た
。
村
の
空
き
家
は

古
い
・
大
き
い
・
空
き
家
歴
の
長
い

も
の
が
多
く
、改
修
は
不
可
欠
で
す
。

改
修
箇
所
の
多
さ
は
移
住
希
望
者
に

は
大
き
な
負
担
で
あ
り
、
村
に
住
み

た
く
て
も
断
念
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
続

い
て
い
ま
す
。
ま
た
最
近
は
単
身
者

や
夫
婦
、
親
子
２
人
で
小
さ
な
家
を

探
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。

個
人
的
に
は
村
が
空
き
家
を
改
修

し
て
貸
し
出
す
こ
と
や
、
１
～
２
人

用
の
住
宅
を
新
築
す
る
と
い
う
積
極

的
な
施
策
を
し
て
も
い
い
の
で
は
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
空
き
家
は

少
し
で
も
状
態
の
良
い
時
に
活
用
で

き
れ
ば
移
住
促
進
に
繋
が
り
ま
す
。

筑
北
村
の
未
来
の
た
め
に
、
村
民

と
行
政
の
力
を
結
集
し
て
取
り
組
む

べ
き
課
題
だ
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

�

飯
田
智
子

も
大
き
い
と
感
じ
ま
す
。

玉
入
れ
は
見
て
い
る
だ
け
で
童
心

に
返
る
事
が
で
き
、
紅
白
の
手
作
り

さ
れ
た
玉
を
手
に
取
る
と
、
と
て
も

懐
か
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

大
家
さ
ん
と
二
人
三
脚
で
リ
レ
ー

に
参
加
で
き
た
事
は
と
て
も
嬉
し

く
、
京
都
に
い
た
頃
に
は
決
し
て
味

わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
、
人
と
人
と

の
結
び
つ
き
を
感
じ
ま
し
た
。

筑
北
村
に
移
住
を
し
て
半
年
が
経

ち
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の

行
事
や
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、

村
民
の
方
々
と
の
つ
な
が
り
を
深
め

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

�
榎
並
真
由
子

「
地
道
に
発
信
」

今
年
４
月
か
ら
信
濃
毎
日
新
聞
と

一
緒
に
配
布
さ
れ
る
Ｍ
Ｇ
プ
レ
ス
に
、

お
お
よ
そ
月
に
一
回
エ
ッ
セ
イ
を
掲

載
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
内
容

は
田
舎
に
住
む
僕
の
想
い
や
、
田
舎

の
抱
え
る
現
状
を
、
徒
然
と
正
直
に

綴
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
で
す
。

先
日
生
ま
れ
て
初
め
て
フ
ァ
ン
レ

タ
ー
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
僕
の

エ
ッ
セ
イ
を
読
ん
で
共
感
し
て
く
れ

た
そ
う
で
す
。
松
本
市
在
住
の
お
じ

い
さ
ん
で
、
地
域
の
抱
え
る
現
状
に

対
し
て
も
の
す
ご
く
危
機
感
を
抱
い

て
い
る
よ
う
で
し
た
。
僕
の
仕
事
は

情
報
発
信
が
主
で
す
が
、
一
つ
の
投

稿
が
こ
の
よ
う
に
共
感
を
呼
ん
だ

り
、
足
を
運
ぶ
機
会
に
な
っ
て
く
れ

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に

村
外
へ
の
発
信
は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
観
光
サ
イ
ト

に
て
行
っ
て
い
ま
す
。

�

青
木
陽
太
郎

「
人
と
人
と
の
結
び
つ
き
」

10
月
7
日
に
本
城
地
域
の
体
育
祭

に
参
加
し
ま
し
た
。
地
域
の
つ
な
が

り
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
今
、
世
代

を
超
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

交
流
を
生
む
体
育
祭
の
意
義
は
と
て

●
産
業
課
の
協
力
隊
よ
り
●

「
定
植
を
終
え
て｣

坂
井
い
ち
ご
園
で
は
、
九
月
の
中

旬
に
、日
の
出
か
ら
日
が
沈
む
ま
で
、

も
く
も
く
と
定
植
作
業
を
、
一
週
間

か
け
て
行
い
ま
し
た
。

株
が
す
く

す
く
と
育
ち
、

冬
に
赤
い
大

き
な
実
が
取

れ
る
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
、

日
々
努
力
を

し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま

す
。

�

西
澤
智
也

「
定
植
」

暑
い
夏
が
過
ぎ
、
朝
晩
は
肌
寒
い

日
も
あ
り
ま
す
が
、
秋
の
過
ご
し
易

い
日
々
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は

夏
の
暑
さ

で
、
花
芽

分
化
が
予

定
し
て
い

た
時
期
よ

り
遅
れ
、

定
植
時
期
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が
遅
れ
た
り
、
数
年
ぶ
り
に
夏
バ
テ

し
た
り
、
何
か
と
猛
暑
の
影
響
を
受

け
ま
し
た
。

現
在
は
定
植
も
終
わ
り
、
冬
の

オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
株
の
育
成
を
進

め
て
い
ま
す
。

今
シ
ー
ズ
ン
も
是
非
、
坂
井
い
ち

ご
園
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

�
田
村
一
也

●
生
涯
学
習
係
の
協
力
隊
よ
り
●

「
情
報
を
集
め
て
伝
え
て
、
広
げ
て

い
く
こ
と
」

各
地
の
歴
史
や
文
化
は
も
ち
ろ

ん
、
皆
さ
ん
の
興
味
あ
る
も
の
や
取

り
組
ん
で
い
る
も
の
を
聞
い
て
、
そ

こ
か
ら
誰
で
も
見
ら
れ
る
形
に
し
た

り
、
力
を
合
わ
せ
て
で
き
る
こ
と
を

探
し
て
い
ま
す
。
試
行
錯
誤
の
日
々

を
送
っ
て
い
ま
す
が
、
ち
ょ
っ
と
ず

つ
輪
は
広
が
っ
て
い
る
の
か
な
…
？

皆
さ
ん
の
お
話
が
聞
け
る
と
嬉
し

く
て
、
そ
れ
を
生
か
す
た
め
に
は
動

い
て
み
な
い
と
！
と
い
う
こ
と
で
、

坂
北
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
の
左

奥
の
部
屋
を
、「
地
域
の
情
報
収
集
・

活
用
の
部
屋
」
に
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
話
し
た
い
な
～
と
思
っ
た
時

に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
に
準
備
を
し

て
い
ま
の
で
、
用
意
が
で
き
ま
し
た

か
り
。
こ
れ
ら
の
施
設
を
利
用
し
、

村
外
か
ら
多
く
の
人
に
来
て
い
た
だ

く
こ
と
が
自
分
に
で
き
る
こ
と
か
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
多
目
的
ホ
ー
ル
を
使

い
、
審
判
の
講
習
会
を
行
な
い
ま

し
た
。
他
に
も
大
会
や
リ
ー
グ
戦

の
会
場
な
ど
に
も
使
用
し
、
村
外

か
ら
多
く
の
人
に
村
内
の
施
設
や

駅
、
飲
食
店
な
ど
を
利
用
し
て
も

ら
い
、
筑
北
村
を
知
っ
て
も
ら
う
。

そ
の
中
か
ら
１
人
で
も
筑
北
村
に

住
ん
で
み
た
い
、
ま
た
訪
れ
た
い

と
思
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
方
に
筑
北
村

を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
励
ん
で

い
き
ま
す
！

�

浜
辺
篤
伸

●
観
光
課
の
協
力
隊
よ
り
●

「
わ
っ
し
ょ
い
！
ち
く
ほ
く
！
」

観
光
課
の
前
迫
で
す
。
前
号
で
は

猛
暑
の
話
題
が
出
て
い
た
の
に
、
急

に
冷
え
て
き
ま
し
た
ね
。
す
っ
か
り

村
の
風
景
は
、
は
ぜ
か
け
一
色
。
原

風
景
の
よ
う
な
情
景
で
す
。

９
月
に
は
た
く
さ
ん
の
お
祭
り
が

あ
り
ま
し
た
。
毎
週
末
の
よ
う
に
村

内
各
地
で
お
祭
り
が
あ
る
こ
と
は
、

ら
ま
た
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�

進
藤
香
織

「
発
想
の
転
換
」

筑
北
村
に
来
て
、
一
年
半
が
経
ち

ま
し
た
。
当
初
は
人
や
発
想
な
ど
、

と
に
か
く
外
か
ら
入
れ
る
こ
と
を
考

え
て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
最
近
、
た

ま
に
地
元
の
方
と
話
し
て
い
て
、
い

ろ
い
ろ
な
考
え
の
人
が
い
る
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。

保
守
的
、
進
歩
的
と
相
対
し
ま
す

が
、
ど
ち
ら
が
良
い
と
か
悪
い
と
か

で
は
な
く
、
両
方
の
根
本
的
な
部
分

を
大
事
に
し
つ
つ
、
自
分
な
り
に
動

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
結
果
、
そ
れ

が
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
る
か
は
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
と
に
か
く
行
動
し

て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、今
年
も
去
年
に
続
き
、サ
ッ

カ
ー
場
で
の
体
育
祭
、
そ
れ
に
似
た

イ
ベ
ン
ト
を
行
う
計
画
を
立
て
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

�

早
川
広
樹

「
筑
北
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら

い
た
い
！
」

こ
の
村
を
知
っ
て
い
た
だ
く
に
は

自
分
に
何
が
出
来
る
の
か
。
体
育
施

設
が
数
多
く
あ
り
、
講
堂
や
多
目
的

ホ
ー
ル
な
ど
汎
用
性
の
高
い
施
設
ば

異
端
の
光
景
だ
と
思
い
ま
す
。
全
て

に
参
加
す
る
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
幾
つ
か
の
お
祭
り
を
見
て

回
り
ま
し
た
。

お
祭
り
の
状
況
は
回
覧
で
『
信
州

ち
く
ほ
く
は
っ
け
ん
伝
』
と
い
う
チ

ラ
シ
に
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
是
非
と
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
昔
か
ら
ご
自
身
の
地
区
の

お
祭
り
に
参
加
さ
れ
て
い
る
の
で
、

お
隣
の
地
区
の
お
祭
り
な
ど
、
案
外

知
ら
な
い
部
分
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。
十
人
十
色
、
各
地
区
に
受
け
継

が
れ
て
き
た
風
習
や
文
化
が
色
濃
く

出
て
い
て
、
見
て
い
て
惹
き
こ
ま
れ

る
よ
う
な
お
祭
り
ば
か
り
で
し
た
。

も
ち
ろ
ん
祇
園
祭
や
ね
ぶ
た
祭
り

な
ど
の
有
名
な
お
祭
り
ほ
ど
大
き
い

も
の
で
は
な
い
で
す
が
、
良
い
意
味

で
観
光
化
さ
れ
て
い
な
い
、
外
向
け

の
人
に
飾
ら
な
い
あ
り
の
ま
ま
の
文

化
・
人
の
色
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
面
で
も
、

海
外
の
人
々
の
求
め
る
「
生
き
た
日

本
の
文
化
」
と
は
こ
う
い
っ
た
姿
だ

ろ
う
な
と
思
う
と
と
も
に
、
今
後
是

非
誘
致
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

任
期
中
に
地
区
の
お
祭
り
全
参
加

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
ね
！

�

前
迫
裕
介
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

お
祭
り
道
具
の
整
備
を
し
ま
し
た

地
域
活
動
助
成
事
業
で

防
災
備
品
の
整
備
を
し
ま
し
た

本
城
地
域
の
聖
南
町
区
で
は
、
一

般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
実
施
す
る
、
宝
く
じ
の
助
成
金

（
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）

１
５
０
万
円
を
受
け
、
太
鼓
等
お
祭

り
道
具
を
整
備
し
ま
し
た
。

こ
の
整
備
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち

へ
の
指
導
や
練
習
も
充
実
し
た
も
の

と
な
り
、
伝
統
文
化
の
保
存
継
承
と

と
も
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

本
城
地
域
の
八
木
自
主
防
災
会
で

は
、
公
益
財
団
法
人
長
野
県
市
町
村

振
興
協
会
が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広

報
事
業
と
し
て
行
な
う
「
地
域
活
動

助
成
事
業
助
成
金
」（
宝
く
じ
の
助

成
金
）
２
０
０
万
円
を
受
け
、
防
災

備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

こ
の
整
備
に
よ
り
、
災
害
へ
備
え

る
と
と
も
に
自
主
防
災
意
識
の
向

上
が
図
ら
れ
、
安
心
・
安
全
な
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

停
電
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス

「
き
ず
な
ネ
ッ
ト
」
の
ご
案
内

長
野
県
内
の

最
低
賃
金
の
お
知
ら
せ

き
ず
な
ネ
ッ
ト
は
「
お
住
ま
い
の

地
域
」「
学
校
や
職
場
の
地
域
」
な

ど
あ
な
た
や
ご
家
族
が
暮
ら
す
地

域
の
安
心
情
報
を
お
伝
え
す
る
Ｗ

ｅ
ｂ
サ
ー
ビ
ス
＆
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
で
す
。

例
え
ば
、
お
住
ま
い
の
地
域
で
停

電
が
発
生
し
た
場
合
に
、
停
電
情
報

を
素
早
く
あ
な
た
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
へ
お
届
け
し
ま
す
。
ご
自
宅
の
ほ

か
に
も
お
勤
め
先
や
ご
実
家
な
ど
複

数
の
地
域
の
停
電
情
報
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
プ
リ
を

入
手
し
、
表
示
さ
れ
る
手
順
に
よ
り

登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。
会
員
登
録

及
び
利
用
料
は
無
料
で
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
で
な

い
方
の
お
問
い
合
わ
せ
先

　

☎
０
１
２
０
‐
９
８
５
‐
２
３
２

�
（
中
部
電
力
）

最
低
賃
金
制
度
は
、
最
低
賃
金
法

に
基
づ
き
、
国
が
賃
金
の
最
低
額
を

定
め
、
使
用
者
は
そ
の
金
額
以
上
の

賃
金
を
労
働
者
に
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
制
度

で
す
。

長
野
県
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ

て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
「
長
野

県
最
低
賃
金
」
が
、
平
成
30
年
10
月

１
日
か
ら
時
間
額
８
２
１
円
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
、
賃
金
の
確
認
を
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
対
象
と
な
る
賃
金
は
、
通

常
の
労
働
時
間
・
労
働
日
に
対
応
す

る
賃
金
で
、
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃

金
、
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
及
び

家
族
手
当
な
ど
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
賃
金
の
引
き
上
げ
に
向
け

た
中
小
企
業
へ
の
助
成
金
等
支
援
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

長
野
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

☎
０
２
６
‐
２
２
３
‐
０
５
５
５

松
本
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
２
６
３
‐
48
‐
５
６
９
３
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○
予
約
に
よ
る

　

年
金
相
談
の
お
知
ら
せ

○
長
野
県
中
信
県
税
事
務
所
か
ら

お
知
ら
せ

○
多
重
債
務
相
談
窓
口
の　
　

お
知
ら
せ

○
介
護
休
業
制
度
の
お
知
ら
せ

　

松
本
年
金
事
務
所
で
は
、

来
訪
さ
れ
る
お
客
様
に
予
約

相
談
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
お

客
様
の
待
ち
時
間
の
解
消
や
お

客
様
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
年

金
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◇
予
約
方
法

　

予
約
は
希
望
日
の
１
か
月
前

か
ら
受
付
け
て
い
ま
す
。

　

受
付
の
際
に
は
、
基
礎
年
金

番
号
、
相
談
者
氏
名
、
住
所
、

相
談
内
容
、
電
話
番
号
等
に
つ
い

て
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
連
絡
の
際
は
、
基
礎
年
金

番
号
の
わ
か
る
年
金
手
帳
や
年

金
証
書
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

◇
予
約
申
込
先

「
予
約
受
付
専
用
電
話
」

☎
０
５
７
０
‐
05
‐
４
８
９
０

◇
予
約
受
付
時
間

　

月
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
か
ら

　

午
後
５
時
15
分

◇
予
約
相
談
の
実
施
時
間
帯

　
・
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
、

  　
翌
日
以
降
の
開
所
日
初
日
）

　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
６
時

　

・
火
～
金
曜
日

　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

　

・
毎
月
第
２
土
曜
日

　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

※
予
約
の
状
況
に
よ
り
相
談
日
時
を
調

整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
予
約
が
な
い
場
合
で
も
相
談
は
可
能
で

す
が
、
予
約
を
さ
れ
た
お
客
様
を
優
先
的

に
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
長
時

間
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

松
本
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
６
３
‐
32
‐
５
８
２
１（
代
表
）

　

長
野
財
務
事
務
所
で
は
、
ロ
ー
ン

や
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
返
済
に
お
悩
み
の

方
か
ら
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
専
門
の
相
談
員
が
丁
寧
に
お
話

を
伺
い
、
解
決
に
結
び
つ
く
ア
ド
バ

イ
ス
や
情
報
提
供
を
し
、
必
要
に
応

じ
て
法
律
の
専
門
家
（
弁
護
士
等
）

を
紹
介
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
匿
名
で
も
構
い

ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
ひ
と
り
で
悩
ま

ず
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
受
付

　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

　

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
30
分

※
ご
相
談
の
際
は
、
出
来
る
だ
け
借

入
の
内
容
が
わ
か
る
資
料
（
契
約
書

や
明
細
書
な
ど
）
を
ご
用
意
く
だ
さ

い
。（
資
料
が
な
い
場
合
は
覚
え
て

い
る
範
囲
で
お
聞
き
し
ま
す
。）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

財
務
省
関
東
財
務
局
長
野
財
務
事
務
所

「
多
重
債
務
相
談
窓
口
」

　

☎
０
２
６
‐
２
３
４
‐
２
９
７
０

個
人
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
皆
さ

ん
、
個
人
事
業
税
の
後
期
分
の
納
期

限
は
11
月
30
日
（
金
）
で
す
。
忘
れ

ず
に
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

納
税
に
は
、
便
利
な
口
座
振
替
制

度
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
な
お
、
こ
れ
か
ら
手
続
き
を
さ

れ
る
方
の
振
替
は
、
来
年
度
の
前
期

分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

長
野
県
中
信
県
税
事
務
所

☎
０
２
６
３
‐
40
‐
１
９
０
５

　

家
族
の
介
護
を
行
う
、
労
働
者
の

仕
事
と
生
活
と
の
両
立
を
支
援
す
る

た
め
の
介
護
休
業
制
度
を
ご
存
知
で

す
か
？

　

お
勤
め
先
の
就
業
規
則
に
な
く
て

も
取
得
で
き
ま
す
。

・
介
護
休
業
は
、
対
象
家
族
１
人
に

つ
き
、
通
算
93
日
、
３
回
ま
で
取

得
で
き
ま
す
。

・
介
護
の
た
め
の
所
定
外
、
時
間

外
労
働
及
び
深
夜
業
の
制
限
並

び
に
所
定
労
働
時
間
短
縮
な
ど

の
制
度
が
あ
り
、
事
業
主
は
労
働

者
か
ら
求
め
ら
れ
た
場
合
、
こ
れ

ら
の
支
援
措
置
を
講
ず
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

・
通
院
、
デ
イ
ケ
ア
な
ど
へ
の
送
り

迎
え
に
利
用
で
き
る
介
護
休
暇
も

年
間
５
日
間
と
れ
ま
す
。

　

介
護
休
業
等
に
つ
い
て
、
申
し
出

に
く
い
な
ど
の
場
合
は
、
労
働
局
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

長
野
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

　

☎
０
２
６
‐
２
２
７
‐
０
１
２
５
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 長野県からお知らせ　
○
県
議
会
議
員
の
定
数

と
選
挙
区
の
一
部
が

変
更
に
な
り
ま
す
。

○
シ
ュ
ー
カ
ツ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ

応
援
隊
と
の
交
流
会

○
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
業
界

研
究
フ
ェ
ア

来
春
執
行
予
定
の
県
議
会

議
員
一
般
選
挙
か
ら
、
総
定

数
が
58
人
か
ら
57
人
に
減
員

と
な
る
ほ
か
、
現
行
の
選
挙

区
の
一
部
が
合
区
（
選
挙
区

の
統
合
）
に
よ
り
「
長
野
市

上
水
内
郡
（
定
数
11
）」、「
松

本
市
東
筑
摩
郡
（
定
数
７
）」、

「
飯
田
市
下
伊
那
郡
（
定
数

４
）」
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

長
野
県
選
挙
管
理
委
員
会

☎
０
２
６
‐
２
３
５
‐
７
０
６
９

長
野
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
長
野

県
議
会
議
員
選
挙
の
選
挙
区
」

（https://w
w

w
.pref.

nagano.lg.jp/senkan/
kensei/soshiki/soshiki/
kencho/senkyo/senkyo/
oshirase/senkyoku.
htm

l

）

県
内
企
業
で
働
く
若
手
社
員
と
学

生
と
の
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

就
職
に
関
す
る
疑
問
や
悩
み
に
先

輩
た
ち
が
お
答
え
し
ま
す
。

◇
場 

所
：
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ

�

（
東
京
）

　

日 

時
：
11
月
25
日
（
日
）、

　
　
　
　

１
月
14
日
（
月
・
祝
）

◇
場 
所
：
信
濃
毎
日
新
聞
本
社

�

（
長
野
市
）

　

日 

時
：
12
月
26
日
（
水
）

◇
場 

所
：
梅
風
閣
（
松
本
市
）

　

日 

時
：
12
月
27
日
（
木
）

◇
場 

所
：
烏
丸
御
池
ラ
ボ（
京
都
市
）

　

日 

時
：
２
月
11
日
（
月
・
祝
）

※
参
加
無
料
、
事
前
申
込
制

　

詳
し
く
は
、
シ
ュ
ー
カ
ツ
Ｎ
Ａ
Ｇ

Ａ
Ｎ
Ｏ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

s://w
w

w
.sh

u
k

atsu
-

nagano.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

長
野
県
労
働
雇
用
課

　

☎
０
２
６
‐
２
３
５
‐
７
２
０
１

学
生
を
対
象
に
県
内
企
業
・
自
治

体
が
60
社
程
度
集
ま
り
、
会
社
概
要

や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
内
容
な

ど
を
説
明
す
る
フ
ェ
ア
を
開
催
し

ま
す
。

場 

所
：
ホ
テ
ル
国
際
21
（
長
野
市
）

日 

時
：
12
月
28
日
（
金
）

※
参
加
無
料
、
事
前
申
込
不
要

※
新
宿
・
松
本
・
上
田
か
ら
無
料
バ

ス
を
運
行
し
ま
す
（
要
予
約
）

　

詳
し
く
は
、
シ
ュ
ー
カ
ツ
Ｎ
Ａ
Ｇ

Ａ
Ｎ
Ｏ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

s://w
w

w
.sh

u
k

atsu
-

nagano.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

長
野
県
労
働
雇
用
課

　

☎
０
２
６
‐
２
３
５
‐
７
２
０
１

障
が
い
の
あ
る
人
が
表
現
し
た
作

品
に
向
き
合
っ
た
と
き
、
ど
こ
か
心

が
ザ
ワ
ザ
ワ
と
し
、
自
分
の
感
覚
の

ど
こ
か
が
く
す
ぐ
ら
れ
た
り
揺
さ
ぶ

ら
れ
た
り
…
。
そ
ん
な
、
心
が
“
ザ

ワ
メ
ク
”
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

◇
内
容

　

絵
画
な
ど
、
お
よ
そ
１
０
０
点
の

　

展
示

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

映
画
上
映

◇
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
平
成
30
年
12
月
７
日
（
金
）
～

�

12
月
20
日
（
木
）

ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー
ル

・
平
成
31
年
１
月
10
日
（
木
）
～

�

１
月
22
日
（
火
）

伊
那
文
化
会
館

・
平
成
31
年
２
月
21
日
（
木
）
～

�

２
月
23
日
（
土
）

銀
座N

A
GA
N
O

◇
観
覧
料　

無
料

　

※
映
画
上
映
は
別
途
入
場
料
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

信
州
ザ
ワ
メ
キ
ア
ー
ト
展
２
０
１
８

実
行
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
２
６
‐
２
９
５
‐
３
４
４
１

○
ザ
ワ
メ
キ
ア
ー
ト
展
２
０
１
８

　

信
州
の
障
が
い
の
あ
る
人
の

　

表
現
と
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
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○ウィンカー出すのが遅い 、強引な右折。 詳しくは、長野県ホームページへ

☆　｢思いやり｣ を持って、子供と高齢者を交通事故から守りましょう。
☆　横断歩道や交差点では、車も人も、しっかり安全確認しましょう。
☆　小さなお子さんから目と手と心を離さず、周囲の大人が見守りましょう。
☆　歩行者の皆さんは、｢止まる・見る・目立つ」を徹底しましょう。
☆　ドライバーの皆さんは ｢指さし確認・早め点灯・シートベルト｣ を徹底しましょう。

年末の交通安全運動平成 30 年

１２月１日（土）～１２月３１日（月）
平成 30 年　長野県実施要綱

※　県下一斉街頭活動日：12 月 3 日（月）、12 月 21 日（金）  

【 運動の基本 】  子供と高齢者の交通事故防止

重点以外のポイント

　☆ 運動の重点 ① 夕暮れ時と夜間の交通事故防止

　☆ 運動の重点 ②　飲酒運転の根絶

○　夕暮れから夜間にかけて、歩行者や自転車が関わる交通事故が多発する時期です。
○　交通事故死者 45 人中、13 人が歩行者です。
○　歩行者の交通事故死者のうち約 29％は道路を横断中でした。
				    ※交通事故統計数値は、平成 30 年 9 月末現在（暫定値）

○　飲酒運転は重大事故の原因となり、被害者の人生を奪うとても悪質で危険な ｢犯罪」です。
○　飲酒運転は、自分の人生ばかりか家族の暮らしも台無しにします。

　～暗くなると、運転者から歩行者が見えにくくなります。～
☆　夕暮れから夜間の外出時は、夜光反射材や自発光材を使用して、自分の存在をアピールしましょう。
☆　夕暮れ時は車のライトを早めに点灯し、前照灯の切り替えをこまめに行い、速度を落として走りましょう。

☆　飲酒運転 四（し）ない運動
　「飲んだら乗らない」「乗るなら飲まない」
　「乗る人には飲ませない」「飲んだ人には運転させない」

ライトの「早め点灯」と ｢夜間は原則上向きライト」にご協力ください。

飲酒運転
根絶!!

降雪や凍結により道路環境が悪くなる季節です。路面の状況や道路環境に　　　　　　　　　
応じた速度と運転操作で安全運転に努めましょう。

年末を迎え、何かと慌ただしくなりがちですが、車両の運転者・歩行者とも時間に余裕を持ち、
落ち着いて安全に行動することで、交通事故を防止しましょう。

○　毎月５日と 20 日は「交通安全の日」
○　4 のつく日（4 日 ･14 日 ･24 日）は「シートベルト・チャイルドシート啓発の日」

長野県の悪い交通マナー

～ 思いやり　乗せて信濃路　咲く笑顔 ～（長野県交通安全運動推進計画年間スローガン）
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 ☆ 裁判員候補者名簿ができるまで

 ☆ 裁判員候補者名簿記載通知について

【お問い合わせ先】
長野地方裁判所事務局総務課庶務係　　☎０２６－４０３－２００８

裁 判 員 制 度
～まもなく名簿記載通知を送付します！～

裁判員候補者名簿は、市区町村の選挙管理委員会が選挙人名簿からくじで無作為抽

出した名簿を基に、全国の地方裁判所で作成されます。

平成３１年（２０１９年）の名簿に登録される人数は、全国で約２３万３３００人

です（選挙人名簿登録者全体に占める割合は、約４５５人に１人）。

平成３１年（２０１９年）の裁判員候補者名簿に登録された方には、本年１１月中

旬に名簿に登録されたことの通知（名簿記載通知）をお送りします。この通知は、来

年２月ころからの約１年間に裁判所にお越しいただき、裁判員に選ばれる可能性があ

ることを事前にお伝えし、あらかじめ心づもりをしていただくためのものです。この

段階では、まだ具体的な事件の裁判員候補者に選ばれたわけではありませんので、す

ぐに裁判所にお越しいただく必要はありません。

また、名簿記載通知と併せて調査票をお送りします。この調査票は、裁判員候補者

の方の事情を早期に把握し、調査票のご回答の内容により、１年を通じて明らかに辞

退が認められる場合等には裁判所にお越しいただくことのないようにして、裁判員候

補者の方々の負担を軽減するためにお送りするものですので、お尋ねする項目に当て

はまらない方は、返送していただく必要はありません。

辞退の申出ができる時期や期間等に何らの制限を設けているわけではありません。

この調査票で辞退を申し出なかった場合でも、実際の事件の裁判員候補者に選ばれ

た際にお送りする質問票で辞退を申し出ていただくことも、裁判所で行われる選任手

続の際に辞退を申し出ていただくことも可能です。
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筑北村
議会だより

第78号
平成30年11月15日発行

編集　筑北村議会だより編集委員
〒399-7501
長野県東筑摩郡筑北村西条 4195 番地
電話　0263-66-2111
FAX　0263-66-3370

９
月
定
例
会

一
般
質
問

区
要
望
の
対
応
状
況
と

今
後
の
取
り
組
み

関川　修次 議員

質
問　

平
成
29
年
度
要
望
の
対
応
状

況
と
本
年
度
末
の
未
対
応
の
状
況
を

尋
ね
る
。

総
務
課
長　

本
年
度
８
月
ま
で
の
区

要
望
の
総
数
は
１
８
７
件
で
そ
の
内
36

件
の
対
応
が
終
了
し
て
い
る
。
こ
の
８

月
末
で
各
区
長
に
は
回
答
し
て
あ
る
。

質
問　

２
割
に
満
た
な
い
完
了
状
況

だ
が
、
今
後
の
対
応
の
基
本
的
な
考

え
方
を
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

緊
急
性
等
を
考
慮

し
、
要
望
以
外
の
村
単
独
事
業
を

含
む
予
算
枠
と
し
て
土
木
関
係
で

２
千
５
百
万
円
、
土
地
改
良
関
係
で

１
千
万
円
を
確
保
し
、
必
要
に
応
じ

て
補
正
も
お
こ
な
い
な
が
ら
対
応
し

て
い
る
。

質
問　

村
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
一

番
身
近
な
問
題
で
あ
り
、
寄
せ
る
気

持
ち
は
大
き
い
、
行
政
へ
の
満
足
度

を
高
め
る
た
め
に
も
最
優
先
し
て
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、
今
後
の

具
体
的
な
進
め
方
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

村
長　

１
８
０
何
件
と
い
う
要
望
が

出
て
い
る
中
で
村
単
事
業
と
し
て

２
千
５
百
万
の
範
囲
内
で
お
こ
な
っ

て
い
る
事
業
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

そ
の
内
大
型
事
業
に
つ
い
て
は
、
有

利
な
補
助
制
度
を
活
用
す
る
た
め
年

数
が
必
要
だ
。
今
後
は
村
民
に
丁
寧

に
説
明
し
事
業
執
行
を
お
こ
な
っ
て

い
く
。

財
政
の
効
率
化
、
適
正
化

質
問　

近
年
億
単
位
の
村
活
性
化

対
策
事
業
が
実
施
さ
れ
、
今
後
も

予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
期
待
さ
れ

る
反
面
、
財
政
見
通
し
を
懸
念
す

る
声
も
あ
る
。
今
後
の
財
政
見
通

し
を
尋
ね
る
。

企
画
財
政
課
長　

平
成
29
年
度
決

算
で
は
実
質
公
債
費
率
が
こ
れ
ま

で
の
最
低
の
４
・
８
％
と
な
っ
た
が

来
年
か
ら
上
昇
す
る
と
見
込
ん
で

い
る
。
扶
助
費
に
つ
い
て
も
近
年

３
億
円
を
超
え
て
お
り
義
務
的
経

費
に
占
め
る
割
合
が
合
併
当
初
１

割
に
満
た
な
か
っ
た
も
の
が
２
割

以
上
と
な
っ
て
い
る
。
交
付
税
は
、

国
調
人
口
の
減
に
よ
り
平
成
33
年

度
か
ら
は
よ
り
削
減
さ
れ
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
基
金
の
取
り
崩
し
は

必
要
だ
。
財
政
見
通
し
は
平
成
29

年
度
決
算
を
反
映
さ
せ
る
た
め
現

在
調
整
中
で
あ
り
議
会
へ
は
10
月

を
目
途
に
説
明
し
、
そ
の
後
村
民

の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
く
公
表

し
て
い
く
。

聖
南
中
学
校
、
及
び

筑
北
中
学
校
間
の
連
携
強
化

質
問　

中
学
校
の
統
合
が
進
展
し

な
い
以
上
、
せ
め
て
両
中
学
校
間

の
連
携
強
化
を
願
う
保
護
者
や
村

民
の
声
が
あ
る
。
現
在
の
状
況
を

尋
ね
る
。

教
育
次
長　

現
在
様
々
な
場
面
で

通
常
の
学
級
構
成
員
と
異
な
る
仲

間
と
の
学
習
環
境
づ
く
り
を
し
て

お
り
、
両
中
学
校
の
連
携
は
授
業

日
数
、
地
理
的
条
件
等
総
合
的
に

か
ん
が
み
て
無
理
で
あ
り
一
切
し

て
い
な
い
。

質
問　

部
活
動
の
連
携
を
尋
ね
る
。

教
育
長　

野
球
部
に
つ
い
て
は
筑
北

中
の
新
人
が
３
名
と
い
う
こ
と
で
全

国
的
な
ル
ー
ル
も
あ
り
週
末
の
練
習

は
合
同
で
お
こ
な
っ
て
い
る
。

質
問　

両
中
学
校
の
早
期
統
合
の
考

え
方
を
尋
ね
る
。

教
育
長　

両
中
学
校
の
統
合
の
方

向
性
は
教
育
委
員
会
と
し
て
推
進

す
べ
き
と
認
識
し
て
い
る
が
。
現

在
筑
北
小
と
坂
井
小
の
統
合
、
聖

南
中
学
校
完
全
移
行
を
優
先
的
に

考
え
て
い
る
。
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エ
ア
コ
ン
設
置
の
予
定

鎌田　欣子 議員

質
問　

多
目
的
ホ
ー
ル
に
エ
ア
コ
ン

ま
た
は
ク
ー
ラ
ー
の
設
置
予
定
は
あ

る
か
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

６
月
～
８
月
の
使
用
状

況
は
１
３
０
回
（
そ
の
内
昼
間
の

開
催
は
70
回
）。
最
高
気
温
は
７
月

「
３
８
・
９
度
」、８
月
「
３
９
・
７
度
」

と
い
う
統
計
数
値
が
あ
る
。
多
目
的

で
対
応
し
た
経
過
が
あ
る
の
で
、
協

力
し
て
い
た
だ
く
中
で
、
理
解
し
て

欲
し
い
。

村
長　

国
の
情
勢
を
み
な
が
ら
、
お

そ
ら
く
補
正
予
算
が
あ
る
と
、
考
え

る
の
で
期
待
し
て
い
る
。

質
問　

合
併
特
例
債
や
積
立
金
を
使

っ
て
子
ど
も
達
の
健
康
を
考
え
設
置

し
て
欲
し
い
と
考
え
る
。
次
に
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
児
童
館
へ
の
設

置
は
い
か
が
か
。

住
民
福
祉
課
長　

児
童
館
は
事
務
室

と
遊
戯
室
、
筑
北
小
学
校
の
放
課
後

学
童
施
設
は
設
置
済
み
で
あ
る
。
未

設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、
次
年
度
に

向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ホ
ー
ル
の
天
井
埋
め
込
み
状
況
が
難

し
い
建
物
構
造
と
な
っ
て
い
る
が
前

向
き
に
検
討
し
て
い
く
。
財
源
確
保

が
必
要
で
あ
る
。

質
問　

２
小
学
校
、
中
学
校
、
２
保

育
園
に
前
倒
し
し
て
エ
ア
コ
ン
の
設

置
す
る
予
定
は
な
い
か
尋
ね
る
。

教
育
長　

中
学
校
、
２
小
学
校
の
い

ず
れ
も
保
健
室
、
図
書
館
、
パ
ソ
コ

ン
教
室
、
給
食
室
の
み
設
置
さ
れ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
村
長
よ
り
前
倒

し
で
の
実
施
を
計
画
検
討
す
る
よ
う

指
示
が
あ
っ
た
。
統
合
新
小
学
校
と

な
る
坂
井
小
学
校
と
聖
南
中
学
校
は

設
置
予
定
で
あ
り
、
現
筑
北
小
学
校

に
は
考
え
て
い
な
い
。
設
置
場
所
は

普
通
教
室
へ
の
設
置
が
優
先
さ
れ
る
。

保
育
園
は
、
遊
戯
室
と
未
満
児
室
に

設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
保
育
園
に
お

い
て
は
、
補
助
金
が
な
い
状
態
で
あ

る
が
、
早
い
段
階
で
の
対
応
を
考
え

て
い
き
た
い
。

質
問　

筑
北
小
学
校
に
は
設
置
予
定

が
な
い
と
い
う
事
で
す
が
、
後
１
年

間
筑
北
小
学
校
で
勉
強
す
る
子
ど
も

た
ち
の
為
に
設
置
を
考
え
て
頂
き
た

い
。
後
利
用
も
考
え
て
設
置
を
お
願

い
す
る
。

教
育
長　

起
債
対
応
で
実
施
す
れ
ば

可
能
で
は
あ
る
が
、
今
年
も
扇
風
機

筑
北
小
学
校
の
後
利
用
の
方
向
性

村
長　

教
育
委
員
会
を
含
め
た
関
係

機
関
と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
協
議

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
企
業
誘
致

の
一
環
か
ら
も
後
利
用
は
有
効
と
考

え
る
。
日
穀
製
粉
さ
ん
の
工
場
は
」

別
の
場
所
」
で
と
言
明
さ
れ
、
今
の

残
土
置
き
場
に
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
後
利
用
に
向
け
、
検
討
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

「
ノ
ラ
猫
を
地
域
ネ
コ
と
し
て
育
て

る
」
質
問
、
提
案
し
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

認
可
後
の
施
策

勝田　昇 議員

質
問　

念
願
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
認
可
が
下
り
た
。
現
在

の
心
境
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

村
長　

自
然
豊
か
な
地
に
生
ま
れ
育

っ
た
住
民
の
皆
様
の
、
子
供
さ
ん
や

多目的ホール

聖南中学校
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お
孫
さ
ん
の
時
代
に
な
る
と
必
ず「
こ

の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を

作
っ
て
お
い
て
よ
か
っ
た
ね
。」
と
い

う
事
が
評
価
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
ふ
う
に
私
は
思
っ
て
い
る
。

質
問　

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
認
可
が
下
り
た
が
、
完
成
ま
で

の
期
間
に
企
業
誘
致
・
移
住
者
定
住

促
進
に
つ
い
て
企
業
誘
致
社
数
、
移

住
定
住
者
数
・
誘
致
企
業
の
雇
用
者

数
、
移
住
定
住
者
数
等
の
年
次
ご
と

の
具
体
的
な
目
標
値
を
尋
ね
る
。

村
長　

残
土
置
き
場
に
、
工
業
団
地

を
造
成
す
る
こ
と
で
、
地
域
連
帯
も

期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
企

業
の
加
入
に
よ
り
就
労
の
場
の
確
保
、

工
業
振
興
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性

化
に
も
期
待
が
で
き
る
。
具
体
的
に

は
、
約
76
人
の
雇
用
創
出
が
見
込
ま

れ
る
。
製
粉
工
場
以
外
に
運
輸
倉
庫

業
な
ど
費
用
な
ど
は
、
全
く
検
討
が

つ
か
な
い
状
況
だ
。

特
定
地
区
公
園
整
備

質
問　

ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
観
覧
席
が
あ

る
が
安
全
か
尋
ね
る
。

教
育
長　

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
周
囲
の

安
全
を
確
保
で
き
な
い
限
り
、
離
着

と
い
う
こ
と
は
な
い
。

質
問　

隊
員
は
、
各
課
に
配
属
す
る

職
員
で
は
な
く
自
由
に
活
動
し
て
地

域
の
魅
力
を
発
見
・
発
案
・
発
信
す

る
よ
う
委
嘱
さ
れ
定
住
を
目
的
と
し

て
い
る
が
現
実
と
隊
員
定
住
策
を
尋

ね
る
。

企
画
財
政
課
長　

募
集
の
段
階
か
ら

村
が
求
め
る
業
務
を
要
綱
に
盛
り
込

む
中
で
の
募
集
な
の
で
、
協
力
隊
の

皆
さ
ん
も
理
解
し
て
応
募
し
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。

質
問　

隊
員
の
活
動
を
一
元
管
理
す

る
組
織
を
（
協
力
隊
室
）
を
設
け
る

こ
と
で
各
隊
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
る
と
思
う
が
、
隊
員
の
意
見

を
含
め
て
検
討
す
る
意
図
が
あ
る
か

尋
ね
る
。

村
長　

現
在
隊
員
活
動
に
つ
い
て

は
、
年
１
回
の
発
表
会
を
設
け
て
い

る
。
発
表
を
聞
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を

も
ら
え
れ
ば
隊
員
の
活
動
も
充
実
す

る
。
通
常
は
、
課
内
で
の
打
ち
合
わ

せ
で
活
動
し
て
い
る
の
で
気
づ
か
な

い
箇
所
も
で
て
く
る
。
今
後
、
課
を

連
携
し
た
企
画
を
設
け
さ
せ
る
。

質
問　

せ
っ
か
く
の
人
材
の
十
分
な

活
用
を
お
願
い
す
る
。

陸
し
な
い
た
め
、
安
全
性
に
問
題
な

い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

サ
ッ
カ
ー
場
利
用
に
よ
る
経

済
効
果
を
村
民
に
示
す
事
に
よ
り
、

村
政
の
事
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め

る
こ
と
に
な
る
と
思
う
。
是
非
、
村

長
に
は
検
討
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動

質
問　

隊
員
の
研
修
等
、
活
動
費
の

申
請
方
法
と
精
算
方
法
を
尋
ね
る
。

企
画
財
政
課
長　

研
修
前
に
資
金
前

渡
で
必
要
な
現
金
を
受
領
す
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
、
課
に
お
い
て
違
う

合
併
特
例
債
の
再
延
長

前山　健治 議員

質
問　

返
済
額
の
７
割
を
国
が
交
付

税
措
置
を
す
る
合
併
特
例
債
の
発
行

期
限
を
平
成
37
年
度
ま
で
再
延
長
す

る
法
改
正
が
４
月
に
成
立
し
た
。
財

政
計
画
の
見
直
し
が
必
要
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

村
長　

平
成
37
年
度
ま
で
延
長
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
財
政
計
画
の
見
直
し

は
必
要
だ
。
今
ま
で
示
し
た
財
政
計

画
は
、
合
併
特
例
債
の
再
延
長
や
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
係
る
経

費
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら

を
加
味
し
た
財
政
計
画
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
度
決
算
も
確
定
し
た
こ
と

か
ら
見
直
し
を
お
こ
な
っ
て
い
く
。

質
問　

今
ま
で
の
発
行
額
及
び
平
成

37
年
度
ま
で
再
延
長
さ
れ
た
こ
と
に

よ
る
発
行
可
能
額
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

企
画
財
政
課
長　

発
行
可
能
額
の
総

枠
は
建
設
事
業
分
47
億
１
千
万
円
。

基
金
造
成
分
13
億
９
千
万
。
合
せ
て

特定地区公園
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61
億
円
だ
。
発
行
済
み
額
は
、
平
成

31
年
度
発
行
見
込
み
も
含
め
て
建
設

事
業
分
12
億
９
千
７
百
万
円
。
基

金
造
成
分
６
億
１
千
７
百
万
円
だ
。

発
行
可
能
残
高
は
、
建
設
事
業
分

34
億
１
千
３
百
万
円
。
基
金
造
成
分

が
７
億
６
千
３
百
万
円
。
合
せ
て

41
億
７
千
６
百
万
円
だ
。

質
問　

筑
北
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
の
設
置
に
つ
い
て
認
可
が
で

た
。
合
併
特
例
債
を
有
効
に
活
用
し
、

建
設
を
進
め
る
こ
と
が
財
政
計
画
の

中
で
重
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

企
画
財
政
課
長　

合
併
特
例
債
を
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
建
設
に

活
用
す
る
こ
と
は
可
能
と
考
え
る
が
、

当
村
は
過
疎
地
域
の
た
め
第
一
に
過

疎
債
の
活
用
が
有
効
と
考
え
る
。

質
問　

合
併
特
例
債
延
長
に
係
る
財

政
計
画
見
直
し
の
中
で
平
成
32
年
度

に
は
、
現
筑
北
小
の
校
舎
は
空
校
舎

と
な
る
。
後
利
用
に
つ
い
て
合
併
特

例
債
を
活
用
し
て
で
も
何
か
検
討
し

て
い
る
事
業
が
あ
る
か
尋
ね
る
。

村
長　

役
場
庁
内
及
び
教
育
委
員
会

で
も
調
整
及
び
検
討
段
階
だ
。

質
問　

保
育
園
の
空
調
設
備
設
置
に

は
、
補
助
金
確
保
が
厳
し
い
と
聞
い

て
い
る
。
合
併
特
例
債
を
発
行
し
て

整
備
で
き
な
い
か
尋
ね
る
。

園
と
は
、
食
堂
と
温
泉
入
浴
の
運
営

は
継
続
す
る
。
一
方
、
小
宴
会
が
で

き
な
い
の
と
送
迎
が
な
い
の
は
不
便

で
あ
る
と
の
住
民
の
意
見
を
聞
く
。

い
か
が
か
。

観
光
課
長　

学
園
に
よ
る
と
、
当
面

小
宴
会
は
、
個
々
の
ケ
ー
タ
リ
ン
グ

方
式
で
対
応
す
る
。
送
迎
は
、
考
え

て
い
な
い
。
来
年
４
月
以
降
に
つ
い

て
は
検
討
中
と
の
回
答
だ
。

質
問　

従
業
員
へ
の
雇
用
対
応
は
い

か
が
か
。

村
長　

雇
用
の
場
が
な
く
な
る
こ
と

は
非
常
に
残
念
だ
。
村
と
し
て
も
地

元
の
皆
さ
ん
の
採
用
を
強
く
要
請
し

て
い
く
。

質
問　

今
後
の
日
程
は
い
か
が
か
。

観
光
課
長　

10
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
学

園
へ
譲
渡
す
る
土
地
の
測
量
に
入
る
。

学
園
で
の
住
民
説
明
会
を
10
月
中
旬

に
開
き
た
い
。
ま
た
、
11
月
１
日
か

ら
移
行
の
予
定
だ
が
、
事
務
的
な
手

続
き
を
含
め
時
間
的
に
間
に
合
わ
な

い
も
の
も
あ
り
両
者
の
覚
書
に
て
進

め
た
い
。

質
問　

冠
着
荘
の
譲
渡
に
よ
る
一
般

客
宿
泊
中
止
に
伴
う
周
辺
施
設
へ
の

影
響
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

村
長　

冠
着
荘
の
周
辺
施
設
の
本
年

の
４
月
か
ら
８
月
の
利
用
率
を
昨
年

教
育
長　

現
場
か
ら
の
強
い
要
望
は

聞
い
て
い
る
。
最
終
的
に
は
、
財
源

が
課
題
と
な
る
た
め
村
長
、
企
画
財

政
課
と
も
協
議
し
詰
め
て
い
く
。

質
問　

合
併
を
し
た
自
治
体
に
与
え

ら
れ
た
「
合
併
特
例
債
」
と
い
う
財

源
を
い
か
に
有
効
に
活
用
し
て
い
く

か
を
今
後
の
財
政
計
画
の
大
き
な
柱

と
し
て
住
み
よ
い
村
づ
く
り
の
た
め

に
尽
力
を
尽
く
す
こ
と
を
願
う
。

草
湯
温
泉
冠
着
荘
の
譲
渡小山　正博 議員

質
問　

譲
渡
協
議
中
の
タ
イ
ケ
ン
学

と
比
較
す
る
と
、
12
％
減
少
し
て
い

る
が
、
冠
着
荘
が
全
て
の
原
因
で
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。
現
に
イ
チ
ゴ

園
で
は
昨
年
よ
り
６
倍
の
来
客
が
あ

っ
た
。
青
木
村
の
道
の
駅
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
も
減
少
の
一
因
と

考
え
る
。
来
年
４
月
か
ら
の
タ
イ
ケ

ン
学
園
の
合
宿
誘
致
等
い
ろ
い
ろ
な

事
業
に
期
待
し
た
い
。

坂
井
体
育
施
設
修
繕
工
事

・
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト
化

質
問　

坂
井
体
育
館
の
床
の
フ
ロ
ー

リ
ン
グ
等
を
改
修
し
、
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
大
会
が
で
き
る
施
設
と
し
て
修
繕

し
て
い
る
が
、
進
捗
状
況
と
今
後
の

計
画
を
尋
ね
る
。　
　

教
育
長　

床
の
研
磨
、
塗
装
や
ラ
イ

ン
引
き
等
は
、
10
月
１
日
に
完
了
予

定
で
、
６
面
分
の
コ
ー
ト
マ
ッ
ト
は
、

年
内
納
入
予
定
だ
。
物
品
等
が
納
入

さ
れ
れ
ば
競
技
が
で
き
る
。
こ
け
ら

落
と
し
と
し
て
元
オ
リ
ン
ッ
ピ
ク
選

手
を
招
い
て
完
成
記
念
試
合
を
開
催

し
た
い
。
２
月
１
日
か
ら
予
約
可
と

な
る
の
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
、
村
内
外
を
問
わ
ず
多
く
の
皆
さ

ん
に
活
用
し
て
頂
き
た
い
。

質
問　

坂
井
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
活
用
策

ひまわり保育園



24

と
し
て
の
サ
ン
ド
ス
ポ
ー
ツ
化
に
つ

い
て
尋
ね
る
。　

教
育
長　

当
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
利
用
件

数
が
非
常
に
少
な
い
の
で
、
近
年
普

及
し
て
い
る
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

や
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
場
と
し
て
活
用

で
き
る
か
検
討
中
だ
。
具
体
的
に
は
、

日
本
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
連
盟
や
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
の
打
ち
合
わ
せ
る
中

で
、
方
向
性
を
見
出
せ
る
よ
う
検
討

し
た
い
。　

消
防
団
の
現
状
と
課
題

中村　弘 議員

質
問　

①
村
の
消
防
団
の
定
数
と
現

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

安
心
・
安
全
な
村
づ
く
り
を

進
め
る
に
は
消
防
団
は
大
き
な
柱
で

あ
る
。
防
災
計
画
と
連
動
し
消
防
団

体
制
の
整
備
、活
性
化
を
お
願
い
す
る
。

水
道
水
の
安
定
し
た
水
源
確
保

質
問　

村
内
３
地
域
の
節
水
を
必
要

と
し
た
範
囲
と
、
水
源
を
ど
の
様
に

確
保
し
た
か
、
ま
た
安
定
し
た
水
源

対
策
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

建
設
課
長　

特
に
栃
平
水
系
（
東
条
・

西
条
・
坂
北
の
一
部
を
給
水
）
原
水
の

供
給
量
が
激
減
し
た
。
坂
北
の
一
部
を

切
り
離
し
、
坂
北
水
系
に
切
り
替
え

た
が
坂
北
水
系
も
厳
し
い
状
況
と
な

っ
た
。
現
在
の
水
源
の
有
効
活
用
、
ま

た
栃
平
ダ
ム
の
活
用
な
ど
専
門
業
者

団
員
数
②
今
後
の
分
団
再
編
成
計
画

と
消
防
車
両
に
つ
い
て
③
詰
所
の
維

持
管
理
等
の
現
状
と
課
題
、
今
後
の

計
画
を
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

①
定
数
は
２
５
０
名
。

実
数
は
平
成
30
年
４
月
２
日
現
在
、

本
部
を
含
め
９
分
団
、
２
０
７
名
で

あ
る
。
②
平
成
28
年
度
末
の
分
団
長

会
議
に
お
い
て
、
団
員
数
の
維
持
・

確
保
に
努
力
し
な
が
ら
、
当
面
の
間

現
状
の
体
制
を
維
持
す
る
こ
と
。
消

防
車
両
は
本
部
を
含
め
35
台
だ
。
団

員
数
が
少
な
い
分
団
が
あ
る
の
で
、

一
昨
年
よ
り
再
配
備
の
検
討
を
進
め

て
お
り
、
分
団
長
に
よ
る
削
減
車
両

の
選
定
を
、
お
こ
な
っ
て
い
る
。
経

年
車
両
の
削
減
と
車
両
の
再
整
備
を

お
こ
な
い
、
適
正
な
車
両
配
置
を
進

め
て
お
り
、
平
成
30
年
度
末
で
５
台

削
減
の
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
③
詰

所
・
本
城
地
域
は
公
民
館
を
借
り
て

７
カ
所
、
単
独
車
庫
が
３
カ
所
・
公

民
館
に
併
設
が
７
カ
所
。
坂
北
地
域

は
単
独
車
庫
が
２
カ
所
、
単
独
の
詰

所
が
７
カ
所
。
坂
井
地
域
は
車
庫
の

み
が
９
カ
所
。
本
部
詰
所
の
車
庫
は
、

本
城
と
坂
北
の
２
カ
所
だ
。

　

消
防
水
利
は
統
合
と
い
う
訳
に
は

い
か
な
い
の
で
、
適
正
な
管
理
を
し

な
が
ら
有
事
の
際
は
使
え
る
状
況
に

と
検
討
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

質
問　

本
城
の
栃
平
ダ
ム
を
現
在
水

源
と
利
用
し
て
い
る
か
尋
ね
る
。

建
設
課
長　

日
に
７
０
０
ト
ン
の
処

理
を
し
て
い
る
。
そ
の
内
栃
平
ダ
ム

か
ら
は
１
０
０
ト
ン
取
水
し
て
い
る
。

今
年
度
の
よ
う
に
渇
水
が
続
く
と
ダ

ム
か
ら
の
取
水
が
重
要
と
考
え
る
。

栃
平
水
系
の
配
水
を
広
げ
る
仕
組
み

づ
く
り
が
重
要
と
な
る
。
か
さ
上
げ

に
つ
い
て
は
、
県
に
お
い
て
今
年
度

発
注
を
め
ざ
し
現
地
調
査
や
設
計
を

す
す
め
て
い
る
。
完
成
ま
で
に
は
４
、

５
年
か
か
る
。
地
元
と
調
整
を
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

火
葬
許
可
証
の

発
行
手
数
料
の
無
償
化

吉池　昌昭 議員

質
問　

火
葬
許
可
証
の
発
行
手
数
料

は
、
近
隣
市
村
で
は
無
料
で
発
行
し

て
い
る
が
、
本
村
で
は
有
料
。
村
長

は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

住
民
福
祉
課
長　

松
本
広
域
圏
３
市

坂井体育館

消防詰所
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５
村
の
中
で
は
、
塩
尻
市
、
筑
北
村

だ
け
が
有
料
だ
。
経
過
は
、
旧
本
城

と
旧
坂
北
が
有
料
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
有
料
と
し
た
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。
手
数
料
は
、
受
益
者
負
担
の

原
則
な
ど
か
ら
条
例
の
規
定
に
よ
り

徴
収
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
火
葬
許

可
証
に
つ
い
て
は
、
受
益
者
負
担
と

い
う
考
え
に
は
な
じ
ま
な
い
の
で
、

無
料
化
の
方
向
で
、
早
急
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

修
那
羅
石
仏
群
へ
の
道
路

及
び
周
辺
森
林
整
備

質
問　

修
那
羅
安
宮
神
社
ま
で
の
森

林
・
道
路
環
境
整
備
、
合
併
後
環
境

整
備
が
十
分
に
お
こ
な
わ
れ
ず
、
観

光
で
訪
れ
た
人
が
、
良
か
っ
た
と
思

え
る
環
境
整
備
計
画
が
必
要
だ
。
計

画
は
あ
る
の
か
。

産
業
課
長　

道
路
の
劣
化
に
つ
い
て

は
、
修
繕
の
計
画
を
考
え
て
い
る
。
山

林
に
つ
い
て
は
、
地
権
者
、
県
な
ど
と

協
議
し
計
画
を
考
え
て
い
き
た
い
。

v

河
川
内
の
倒
木
処
理

質
問　

河
川
内
の
倒
木
の
処
理
に
つ

決
算
か
ら
見
ら
れ
る
税
、

使
用
料
等
未
収
金
の
徴
収

質
問　

税
、
使
用
料
等
未
収
金
は
、

３
千
万
近
い
。
公
平
な
行
政
運
営
、

専
門
的
に
法
に
則
っ
た
対
応
が
必
要

だ
。
専
門
職
員
を
養
成
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

総
務
課
長　

状
況
に
よ
り
、
給
与
、

預
金
、
財
産
の
差
し
押
さ
え
な
ど
、

法
則
り
粛
々
と
、
徴
収
強
化
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

「
干
ば
つ
に
よ
る
水
不
足
」
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

財
政
運
営

待井　安登 議員

質
問　

29
年
度
決
算
に
つ
い
て
は
数

値
的
に
合
併
以
降
最
も
良
好
な
状
態

と
な
っ
た
。
本
決
算
を
ど
う
評
価
し

て
い
る
か
尋
ね
る
。

村
長　

実
質
公
債
費
比
率
も
最
低
の

い
て
、
災
害
が
懸
念
さ
れ
る
。
素
人

で
は
対
応
が
で
き
な
い
。
対
応
は
ど

う
す
る
の
か
。

建
設
課
長　

松
本
建
設
事
務
所
で

も
見
回
り
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
よ

う
な
箇
所
が
あ
れ
ば
、
村
に
連
絡
い

た
だ
け
れ
ば
、
県
と
協
議
し
対
応
し

た
い
。

冠
着
荘
の
今
後
の
運
営
方
法

質
問　

今
後
の
冠
着
荘
の
運
営
方
法
、

今
年
の
11
月
か
ら
３
月
ま
で
レ
ス
ト

ラ
ン
が
土
・
日
の
み
の
営
業
方
針
だ
。

日
帰
り
入
浴
だ
け
で
は
、
集
客
が
で

き
な
い
と
考
え
る
。
福
祉
バ
ス
の
運

行
な
ど
、
他
の
対
策
が
必
要
だ
。
い

か
が
か
。

観
光
課
長　

現
在
協
議
中
だ
が
、
タ

イ
ケ
ン
学
園
に
伝
え
、
沿
う
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
が
、
昨
年
の
経
営
状

況
で
は
、
厳
し
い
状
況
だ
。

村
長　

食
堂
利
用
は
、
日
平
均
４
．

２
人
、
売
上
約
３
万
３
千
円
。
こ
の

数
字
を
見
て
、
考
え
て
、
住
民
の
皆

さ
ん
が
、
学
園
の
説
明
会
で
、
質
問

し
て
欲
し
い
。

数
字
と
な
り
、
良
好
な
状
態
が
維
持

さ
れ
た
が
、
今
後
、
特
定
地
区
公
園

整
備
事
業
な
ど
の
元
金
償
還
が
始
ま

る
こ
と
や
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
を
は
じ
め
と
す
る
大
型
事
業

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
数
値
の
上
昇

を
少
し
で
も
抑
制
で
き
る
よ
う
、
歳

入
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
財

政
運
営
を
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

実
質
公
債
費
比
率
は
、
対
前

年
０
・
９
ポ
イ
ン
ト
減
の
４
・
８
パ
ー

セ
ン
ト
と
な
っ
た
が
、
筑
北
村
の
発

展
と
住
民
福
祉
の
た
め
に
は
、
起
債

充
当
は
必
要
と
考
え
る
が
、
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

村
長　

起
債
に
関
し
て
は
、
元
金
償

還
額
を
超
え
な
い
範
囲
が
理
想
だ
が

住
民
益
を
考
慮
し
、
喫
緊
の
課
題
事

業
に
つ
い
て
、
起
債
を
活
用
し
投
資

を
す
る
。
一
般
財
源
と
し
て
の
臨
時

財
政
対
策
債
を
ふ
ま
え
、
歳
出
削
減

と
繰
り
上
げ
償
還
な
ど
、
後
年
度
負

担
を
軽
減
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

年
２
回
の
起
債
償
還
の
う
ち

３
月
は
年
度
末
で
あ
り
、
執
行
額
も

多
く
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
一
時
借

入
金
の
利
用
を
含
め
、
対
応
に
つ
い

て
い
か
が
か
。

会
計
管
理
者　

29
年
度
実
績
で
は
、

一
般
・
特
別
会
計
で
、
８
億
８
千
万



26

円
で
あ
り
、
９
月
に
３
億
６
千
万
円
、

３
月
は
５
億
２
千
万
円
の
償
還
で
あ

っ
た
。
金
融
機
関
指
定
の
償
還
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
各
預
金
操
作
に
よ
り

支
払
い
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
28
・

29
年
度
に
つ
い
て
は
、
一
時
借
入
れ

は
な
く
償
還
し
て
い
る
。

質
問　

自
主
財
源
確
保
の
た
め
、
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

企
画
財
政
課
長　

使
用
料
、
手
数
料

な
ど
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
費
用

の
負
担
割
合
の
設
定
が
必
要
だ
。
ま

た
、
利
用
団
体
も
多
岐
に
わ
た
る
こ

と
か
ら
、
分
類
に
苦
慮
し
て
い
る
。

　

今
後
庁
内
で
検
討
を
重
ね
、
見
直

し
等
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
な
お
、

歳
入
の
多
く
を
占
め
る
普
通
交
付
税

に
つ
い
て
は
、
人
口
に
よ
る
算
定
部

分
が
多
い
こ
と
か
ら
、
人
口
鈍
化
の

た
め
の
諸
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
限
ら
れ
た
予
算
を
計
画
的
有
効

に
使
う
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

述
べ
る
。
ま
ず
ウ
ェ
ル
ネ
ス
高
校
の

生
徒
に
よ
る
道
路
清
掃
や
雪
か
き
で

あ
る
が
、
作
業
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
の
標
識
や
、
雪
か
き
も
含
め
ス

コ
ッ
プ
等
の
資
材
は
、
基
金
か
ら
提

供
で
き
な
い
か
。

村
長　

安
全
対
策
の
面
で
検
討
す
る
。

質
問　

道
の
駅
周
辺
の
草
刈
り
を
し

て
い
る
団
体
で
は
、
走
行
中
あ
る
い

は
駐
車
し
て
い
る
自
動
車
へ
の
飛
び

石
で
賠
償
責
任
を
負
う
リ
ス
ク
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保

険
の
費
用
を
負
担
し
て
い
た
だ
け
な

い
か
。

建
設
課
長　

保
険
の
掛
金
に
つ
い
て

庁
内
で
検
討
す
る
。

質
問　

別
所
の
大
側
地
区
で
、
福
寿

草
の
保
全
活
動
を
し
て
い
た
だ
い
た

団
体
が
、
高
齢
化
に
よ
り
昨
年
解
散

し
た
。
シ
ル
バ
ー
人
材
な
ど
へ
作
業

委
託
で
き
れ
ば
、
群
生
地
は
守
れ
た

と
考
え
る
。
活
動
に
参
加
す
る
人
数

が
半
分
に
な
れ
ば
、
単
純
に
作
業
時

間
は
倍
と
な
る
。
高
齢
化
に
よ
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
限
界
に
き
て
い

る
団
体
も
あ
る
。
い
か
が
か
。

観
光
課
長　

福
寿
草
群
生
地
は
観
光

地
の
一
つ
で
あ
り
、
検
討
す
る
。

質
問　

こ
う
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
支
援
す
る
た
め
の
窓
口
や
組
織

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
支
え
る

村
づ
く
り

太田　守彦 議員

質
問　

村
内
で
は
各
種
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
が
、

活
動
へ
の
支
援
が
必
要
と
感
じ
る
も

の
が
あ
る
。
財
源
と
し
て
「
ふ
る
さ

と
納
税
」
の
一
部
を
使
え
な
い
か
尋

ね
る
。

村
長　

道
路
愛
護
事
業
で
は
、
29
団

体
、
河
川
愛
護
で
は
38
団
体
に
協
力

い
た
だ
き
、
些
少
の
お
礼
を
支
払
っ

て
い
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄

付
は
、
全
額
を
そ
の
年
の
基
金
へ
積

み
立
て
、
翌
年
度
に
活
用
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
。
寄
付
を
受
け
る
際
、

①
健
康
・
福
祉
の
充
実
、
②
自
然
環

境
の
保
全
、
③
教
育
・
文
化
の
充
実
、

④
指
定
な
し
を
選
択
し
て
い
た
だ
く

の
で
、
そ
う
し
た
趣
旨
に
沿
っ
た
事

業
へ
充
当
し
て
い
る
。
内
容
に
よ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
活
動
支
援
も
基

金
活
用
は
可
能
で
あ
る
。

質
問　

い
く
つ
か
具
体
的
な
事
例
を

に
つ
い
て
尋
ね
る
。

村
長　

様
々
な
活
動
が
あ
る
た
め
、

ど
こ
の
課
と
い
う
担
当
は
な
い
。
な

お
、
共
同
事
業
支
援
金
制
度
も
あ
る

の
で
、
高
齢
化
等
で
活
動
で
き
な
く

な
っ
た
場
合
は
活
用
を
検
討
い
た
だ

き
た
い
。

質
問　

ふ
る
さ
と
納
税
で
寄
付
さ
れ

た
皆
様
方
に
、
お
か
げ
で
道
路
や
観

光
地
が
整
備
さ
れ
た
様
子
を
村
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
た
ら
ど
う
か

総
務
課
長　

お
礼
の
文
書
な
ど
個
々

の
皆
様
へ
通
知
で
き
な
い
の
で
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
広
報
を
検
討
す
る
。

質
問　

今
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
は

約
２
千
５
百
万
円
集
ま
り
、
大
変
あ

り
が
た
い
財
源
で
あ
る
。
寄
付
さ
れ

た
皆
様
へ
、
ど
の
よ
う
に
お
金
が
使
わ

れ
た
か
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
は
、
次

も
筑
北
村
へ
ふ
る
さ
と
納
税
し
て
い
た

だ
く
上
で
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

活動の様子
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坂
井
体
育
館
の

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト
化西澤　良美 議員

質
問　

平
成
30
年
度
の
予
算
説
明
で

筑
北
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
協
力
を
得
て

合
宿
を
誘
致
し
冠
着
荘
、
と
く
ら
温

泉
及
び
坂
井
体
育
施
設
の
利
用
者
の

増
加
を
図
る
と
説
明
が
あ
っ
た
。
ど
の

よ
う
に
利
用
者
増
を
図
る
の
か
尋
ね
る
。

教
育
長　

バ
ト
ミ
ン
専
用
施
設
は
県

内
で
も
珍
し
い
こ
と
。
予
約
は
平
成

31
年
２
月
か
ら
可
能
に
な
る
の
で
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
し
、
筑
北
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
関
係
者
と
も
連
携

し
て
ウ
エ
ル
ネ
ス
高
校
の
練
習
試
合

を
は
じ
め
、
大
会
、
合
宿
等
を
誘
致

し
宿
泊
施
設
だ
け
で
な
く
周
辺
施
設

と
の
連
携
を
図
り
た
い
。

質
問　

坂
井
体
育
館
の
コ
ー
ト
は
６

面
に
な
る
。
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
関
係
者

か
ら
の
話
だ
と
、
50
人
ぐ
ら
い
の
大

会
が
限
度
だ
と
言
わ
れ
た
。
そ
の
点

に
つ
き
ど
う
考
え
る
か
。

教
育
長　

小
中
学
生
の
大
会
を
中
心

第
69
回
東
筑
摩
郡
村
議
会
議
員
大

会
が
朝
日
村
役
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
東
筑
５
村
か
ら
提
出
さ
れ
た
議

題
を
審
議
し
、
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

筑
北
村
か
ら
は
「
国
道
・
県
道
の
整

備
促
進
に
つ
い
て
」
を
議
題
と
し
、

①
国
道
４
０
３
号
矢
越
ト
ン
ネ
ル
か

ら
安
曇
野
市
明
科
地
籍
国
道
19
号
接

続
ま
で
の
線
形
解
消
の
道
路
整
備
②

国
道
１
４
３
号
青
木
峠
の
ト
ン
ネ
ル

早
期
建
設
③
主
要
地
方
道
大
町
麻
績

イ
ン
タ
ー
千
曲
線
差
切
地
籍
の
整
備

促
進
の
要
望
を
し
ま
し
た
。

『
気
象
と
地
域
防
災
』
と
題
し
て

長
野
地
方
気
象
台
向
井
利
明
防
災
管

理
官
に
よ
る
講
演
も
合
わ
せ
て
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。

に
実
施
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
施

設
の
大
き
さ
が
決
ま
っ
て
い
る
中
で
い

き
な
り
大
き
な
大
会
を
誘
致
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
小
中
学
生

の
大
会
の
方
が
家
族
も
来
場
す
る
し

調
整
も
お
こ
な
い
や
す
い
と
考
え
る
。

質
問　

当
初
予
算
で
１
千
４
百
万
円

が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
利
用
者
増
に

懸
命
の
努
力
を
お
願
い
し
た
い
。　

中
学
校
統
合

質
問　

８
月
に
開
催
さ
れ
た
成
人
式

で
は
、
式
典
は
別
で
も
祝
賀
会
は
合

同
で
実
施
し
て
い
る
。
６
月
の
一
般
質

問
に
お
い
て
も
村
長
も
教
育
長
も「
タ

イ
ミ
ン
グ
が
合
え
ば
一
緒
に
な
り
ま

し
ょ
う
」
と
言
っ
て
い
る
。
中
学
校

の
合
併
に
つ
い
て
の
考
え
を
尋
ね
る
。

教
育
長　

筑
北
地
域
で
中
学
校
の
統

合
に
向
け
た
機
運
が
高
ま
っ
た
と
き

に
両
村
で
協
議
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
今
の
段

階
で
は
、
平
成
32
年
度
に
開
校
す
る

新
筑
北
小
学
校
と
今
年
度
か
ら
坂
井

地
域
の
生
徒
の
通
学
の
始
ま
っ
た
聖

南
中
学
校
に
つ
い
て
取
り
組
む
の
が

使
命
だ
と
考
え
て
い
る
。

今
年
も
村
民
の
皆
様
方
と
議
会
議

員
と
の
懇
談
会
を
、
左
記
の
日
程
で

開
催
い
た
し
ま
す
。

今
回
は
「
筑
北
村
の
農
業
振
興
を

考
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
西
澤

清　

長
野
県
農
業
大
学
校
長
（
坂
井

地
域
出
身
）
に
加
わ
っ
て
頂
き
、
幅

広
い
皆
様
と
の
意
見
交
換
を
企
画
し

ま
し
た
。
た
い
へ
ん
お
忙
し
い
時
期

と
は
存
じ
ま
す
が
、
大
勢
の
皆
様
の

ご
出
席
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

記

開
催
日　

平
成
30
年
11
月
18
日（
日
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

場　

所　

坂
北
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　

容

　

①
村
の
農
業
振
興
に
対
す
る
現
状

と
課
題

　

②
長
野
県
の
現
状
お
よ
び
筑
北
村

へ
の
提
言

　

③
意
見
交
換

　

④
議
会
へ
の
要
望

大会の様子

東
筑
摩
郡

村
議
会
議
員
大
会
開
催

村
民
の
皆
様
方
と
議
会
議
員
と
の

懇
談
会
の
開
催
に
つ
い
て
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平成３０年９月定例会審議内容
件　　　　　　　　　　　名 議決の結果

平成 29 年度筑北村一般会計歳入歳出決算認定について 認定
平成 29 年度筑北村バス事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃
平成 29 年度筑北村国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 〃
平成 29 年度筑北村国民健康保険診療所特別会計歳入歳出決算認定について 〃
平成 29 年度筑北村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 〃
平成 29 年度筑北村介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 〃
平成 29 年度筑北村宅地造成事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃
平成 29 年度筑北村とくら温泉施設特別会計歳入歳出決算認定について 〃
平成 29 年度筑北村差切峡温泉施設特別会計歳入歳出決算認定について 〃
平成 29 年度筑北村冠着温泉施設特別会計歳入歳出決算認定について 〃
平成 29 年度筑北村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃
平成 29 年度筑北村集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃
平成 29 年度筑北村合併浄化槽事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃
筑北村公営住宅等管理及び整備基準に関する条例の一部を改正する条例について 可決
筑北村指定地域密着型介護サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例 〃

筑北村指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地
域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例

〃

過疎地域自立促進計画の変更について 〃
平成 30 年度筑北村一般会計補正予算（第 2 号） 〃
平成 30 年度筑北村バス事業特別会計補正予算（第 2 号） 〃
平成 30 年度筑北村国民健康保険特別会計補正予算（第 1 号） 〃
平成 30 年度筑北村国民健康保険診療所特別会計補正予算（第 2 号） 〃
平成 30 年度筑北村後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1 号） 〃
平成 30 年度筑北村介護保険特別会計補正予算（第 1 号） 〃
平成 30 年度筑北村宅地造成事業特別会計補正予算（第 1 号） 〃
平成 30 年度筑北村とくら温泉施設特別会計補正予算（第 2 号） 〃
平成 30 年度筑北村差切峡温泉施設特別会計補正予算（第 1 号） 〃
平成 30 年度筑北村冠着温泉施設特別会計補正予算（第 1 号） 〃
平成 30 年度筑北村簡易水道事業特別会計補正予算（第 1 号） 〃
平成 30 年度筑北村集落排水事業特別会計補正予算（第 2 号） 〃
平成 30 年度筑北村合併浄化槽事業特別会計補正予算（第 1 号） 〃
平成 30 年度　筑北村開発公社冷凍車購入契約について 〃
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適任
へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に戻すことを長
野県知事に求める請願書 継続審査

憲法９条改正と「緊急事態」条項を含む改憲案の国会発議に反対する意見書提出に
関する陳情 〃

私立高校への公費助成をお願いする陳情書 採択
・私立高校への公費助成に関する意見書
＊関係機関へ意見書の送付をおこないました。
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10
月
10
日
、
11
日
、
全
議
員
に
村

長
、
建
設
課
長
、
教
育
次
長
も
同
行

し
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
、
関
東
地

方
整
備
局
、
国
土
交
通
省
、
文
部
科

学
省
、
財
務
省
等
関
連
す
る
箇
所
及

び
県
内
関
連
国
会
議
員
に
、
要
望
書

を
提
出
、
内
容
を
説
明
し
て
要
望
活

動
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
次
の
２
点
に
つ
き
要

望
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

整
備
の
中
央
要
望
を
実
施

１
点
目
は
、
長
野
自
動
車
道
の
本

の
給
食
棟
を
新
設
す
る
の
に
伴
い
、

学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
に
係
る

要
望
で
あ
り
、
児
童
へ
の
安
心
・
安

全
な
給
食
環
境
の
提
供
と
、
更
な
る

食
育
を
進
め
、
滞
り
の
な
い
円
滑
な

事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
、
内
容
を

説
明
し
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
で
は
、
全
国
か
ら
通

学
路
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
関
係
や
、
教

室
の
空
調
設
備
に
関
わ
る
要
望
が
多

い
が
、
給
食
に
関
す
る
も
の
は
、
重

要
な
内
容
で
も
あ
る
の
で
、
検
討
す

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
議
会
と
し
て

も
早
急
な
実
施
に
向
け
て
努
力
を
し

て
い
き
ま
す
。

城
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
付
近
に
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整
備
の
事
業
化

が
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
お
礼
と

事
業
の
早
期
完
成
を
お
願
い
す
る
も

の
で
す
。

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整

備
は
、
利
便
性
の
向
上
に
よ
る
企
業

誘
致
や
交
流
人
口
の
増
加
、
緊
急
時

の
避
難
路
等
効
果
が
期
待
で
き
、
住

民
の
よ
り
一
層
の
安
心
感
と
地
域
活

性
化
に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。
早
期

の
供
用
開
始
に
向
け
て
こ
れ
か
ら
も

活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
新
設
給
食
調
理
棟
の

補
助
金
要
望
を
実
施

２
点
目
は
、
筑
北
新
統
合
小
学
校

平
成
29
年
11
月
長
野
県
議
会
に
お

い
て
、「
長
野
県
議
会
議
員
の
定
数

及
び
選
挙
区
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
案
」
が
可
決
し
ま

し
た
。
改
正
後
の
定
数
及
び
選
挙
区

は
、
次
の
長
野
県
議
会
議
員
一
般
選

挙
（
平
成
31
年
４
月
執
行
見
込
）
か

ら
適
用
さ
れ
ま
す記

現
行

　

選
挙
区･･･

東
筑
摩
郡

　

定　

数･･･

１
名

改
正
（
平
成
31
年
４
月
執
行
見
込
）

　

選
挙
区･･･

松
本
市
東
筑
摩
郡

　

定　

数･･･

７
名

平
成
31
年
４
月
執
行
の
長
野
県
議
会

議
員
選
挙
か
ら
選
挙
区
と
定
数
が
変

更
と
な
り
ま
す
。

筑
北
村
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

中
央
要
望
を
実
施

NＥＸＣＯ要望活動

国土交通省要望活動

文部科学省要望活動
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東
筑
摩
郡
町
村（
組
合
）

教
育
委
員
会
研
修
大
会

　  

筑
北
村
教
育
委
員
会
事
務
局

　  

　
　
　
　
　
こ
ど
も
支
援
係

平
成
30
年
９
月
27
日
（
木
）
本

城
公
民
館
２
階
研
修
室
に
て
東
筑

摩
郡
５
村
で
、
毎
年
持
ち
回
り
で

行
わ
れ
る
東
筑
摩
郡
町
村
（
組
合
）

教
育
委
員
会
研
修
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

郡
内
教
育
委
員
な
ど
、
総
勢
約

40
名
が
参
加
し
、
退
任
さ
れ
た
教

育
委
員
の
方
々
の
表
彰
、
筑
北
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
長
の
村
山
吉
郎

氏
に
よ
る
講
演
や
、
筑
北
村
サ
ッ

カ
ー
場
・
本

城
柔
剣
道
場

の
視
察
を
行

い
、
郡
内
の

教
育
行
政
の

よ
り
一
層
の

向
上
を
図
り

ま
し
た
。

望
ま
な
い
受
動
喫
煙
の
防
止
を
目

的
と
す
る
改
正
健
康
増
進
法
が
今
年

７
月
25
日
に
公
布
さ
れ
、
学
校
に
お

け
る
受
動
喫
煙
防
止
対
策
が
強
化
さ

れ
ま
す
。

筑
北
村
教
育
委
員
会
に
お
い
て

も
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
第
一
に

考
え
、
受
動
喫
煙
の
リ
ス
ク
を
限
り

な
く
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
に
、小
学
校
・

中
学
校
及
び
保
育
園
の
敷
地
内
全
面

禁
煙
を
平
成
31
年
１
月
１
日
よ
り
実

施
し
ま
す
。

学
校
（
園
）
行
事
で
訪
問
す
る
場

合
や
、
地
域
行
事
等
で
体
育
館
・
グ

ラ
ウ
ン
ド
等
学
校
施
設
を
利
用
さ
れ

る
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
小

中
学
校
・
保
育
園
を
訪
問
・
利
用
す

る
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
こ
の
取

組
へ
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

小
中
学
校
・
保
育
園
の
敷
地
内

全
面
禁
煙
を
実
施
し
ま
す

通
学
路
緊
急
合
同
点
検
を

実
施
し
ま
し
た

９
月
21
日
、
筑
北
・
坂
井
両
小
学

校
の
通
学
路
の
緊
急
合
同
点
検
を
実

施
し
ま
し
た
。

今
回
の
点
検
は
、
登
下
校
時
に
お

け
る
子
ど
も
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
に
国
が
打
ち
出
し
た
「
登
下
校
防

犯
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
各
小
学
校

の
通
学
路
の「
１
人
区
間
」等
の「
見

守
り
の
空
白
地
帯
」
を
把
握
、
共
有

し
た
う
え
で
、
環
境
の
改
善
に
つ
な

げ
て
い
く
た
め
に
実
施
し
ま
し
た
。

点
検
に
は
教
育
委
員
会
・
小
学
校

の
他
、
警
察
・
役
場
関
係
部
署
が
参

加
し
、
防
犯
の
観
点
に
よ
り
通
学
路

上
の
人
家
や
人
通
り
が
少
な
い
区
間

等
を
中
心
に
点
検
し
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
、

人
家
の
少
な
い
箇
所
へ
の
街
灯
設
置

や
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
必
要
性
等
に

つ
い
て
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
学
校
・

警
察
等
関
係
機
関
と
の
情
報
共
有

を
強
化
し
、
今
回
把
握
さ
れ
た
危
険

個
所
へ
の
ハ
ー
ド
面
の
整
備
に
つ

い
て
関
係
機
関
と
協
議
す
る
と
と

も
に
、
青
色
回
転
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強

化
を
は
か
る
等
の
対
策
を
行
い
、
通

学
路
の
安
全
確
保
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
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心
の
伝
言
板
○55

　
貴
乃
花
親
方
の
決
断

９
月
25
日
、
大
相
撲
界
に
激
震
。

貴
乃
花
親
方
の
突
然
の
引
退
。
相

撲
フ
ァ
ン
と
し
て
、
非
常
に
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
た
。
記
者
会
見
を
見
な

が
ら
、
今
日
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な

出
来
事
が
思
い
出
さ
れ
、
翌
日
は
、

ス
ポ
ー
ツ
紙
を
買
い
あ
さ
り
、
読

み
続
け
た
。

父
親
の
親
方
の
下
に
、
15
歳
で

入
門
。
親
子
と
の
縁
を
切
り
、親
方
・

弟
子
と
の
厳
し
い
環
境
の
中
で
、

“
貴
花
田
”
と
し
て
、
兄
若
花
田
と

と
も
に
成
績
を
伸
ば
し
、
兄
弟
横

綱
と
し
て
大
相
撲
界
に
大
き
く
貢

献
し
、
平
成
の
大
横
綱
と
し
て
名

を
刻
ん
だ
。

現
役
引
退
後
は
、
親
方
・
協
会

理
事
と
し
て
、
い
ば
ら
の
道
を
歩

み
、
相
撲
界
の
発
展
及
び
弟
子
の

養
成
に
努
力
し
、
期
待
さ
れ
る
力

士
を
育
て
て
き
た
。

相
撲
界
は
村
社
会
と
も
言
わ
れ

て
い
る
。
組
織
の
中
で
次
々
に
発

生
す
る
諸
事
態
へ
の
対
応
に
向
け

て
、
相
撲
道
の
発
展
に
努
力
し
て

も
、
本
人
の
性
格
な
の
か
貴
乃
花

包
囲
網
で
、
完
全
な
孤
立
状
態
で

あ
っ
た
と
聞
く
。

会
見
で
は
「
留
ま
っ
て
欲
し
い
。」

と
お
願
い
の
声
も
数
多
く
寄
せ
ら

れ
た
。
ま
た
、「
相
撲
が
人
生
の
全

て
で
あ
り
、
周
り
で
言
わ
れ
る
よ

う
な
誤
解
・
被
害
妄
想
の
レ
ベ
ル

で
は
な
い
。」
と
記
者
は
言
っ
た
。

本
人
は
、苦
渋
の
決
断
を
下
し
、「
大

相
撲
は
不
滅
で
す
」
と
言
っ
て
去
っ

て
い
っ
た
。

一
石
を
投
じ
ら
れ
た
協
会
は
、

今
後
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
く
の

か
・
・
・

私
は
彼
の
決
断
か
ら
、
こ
の
よ

う
な
言
葉
を
思
い
出
し
た
。

「
言
わ
ぬ
損
よ
り
言
っ
た
損
。
真

実
を
曲
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」

個
人
の
生
活
の
あ
り
方
、
組
織
の

あ
り
方
が
、
ひ
と
り
一
人
の
生
き

方
と
し
て
、
真
実
一
路
の
人
権
が

ど
の
よ
う
に
尊
重
さ
れ
て
い
く
の

か
・
・
・

12
月
４
日
か
ら
10
日
の
人
権
週

間
を
ま
え
に
、
考
え
て
い
き
た
い
。

宿
泊
行
事「
は
じ
め
て
の
出
張
」

先
月
、
10
月
28
日
（
日
）
の
夜
か

ら
翌
29
日
（
月
）
に
か
け
て
、
筑
北

小
学
校
・
坂
井
小
学
校
の
４
年
生

27
名
が
参
加
し
て
の
宿
泊
行
事
「
は

じ
め
て
の
出
張
」
が
東
横
イ
ン
松

本
駅
前
本
町
店
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
宿
泊
を
伴
う
学

校
行
事
を
体
験
し
て
い
な
い
４
年

生
に
、
保
護
者
と
離
れ
て
一
人
で

宿
泊
す
る
体
験
の
場
を
提
供
す
る

こ
と
や
、
様
々
な
方
と
の
触
れ
合

い
を
通
し
て
社
会
が
い
ろ
い
ろ
な

職
業
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

標
と
し
て
、
２
年
前
か
ら
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
夜
６

時
30
分
頃
ホ
テ

ル
に
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
。
そ
れ
ぞ

れ
の
客
室
の
使

い
方
を
教
わ
っ

た
後
は
、
ロ

ビ
ー
で
信
州
大

学
交
響
楽
団
の

ク
ラ
シ
ッ
ク
ラ

イ
ブ
を
鑑
賞

し
、「
星
に
願
い
を
」
な
ど
５
曲
の

素
晴
ら
し
い
演
奏
に
聴
き
入
り
ま

し
た
。

そ
の
後
は

出
張
に
来
た

ビ
ジ
ネ
ス
マ

ン
に
扮
し
て

の
「
名
刺
交

換
」。
ホ
テ

ル
に
用
意
し

て
も
ら
っ
た

名
刺
を
使

い
、
児
童
同

士
だ
け
で
な

く
、
ホ
テ
ル

の
方
や
演
奏

を
し
て
く
れ

た
信
州
大
学

生
の
方
と
も
礼
儀
正
し
く
名
刺
交

換
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

翌
朝
は
朝
食
を
と
っ
た
あ
と
、
支

配
人
か
ら
一
人
一
人
に
出
張
証
明

書
が
手
渡
さ
れ
、
元
気
よ
く
学
校

に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

参
加
し
た
児
童
か
ら
は
「
も
う
一

泊
し
た
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ

る
な
ど
、
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
た
よ
う
で
し
た
。
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多
く
の
力
を
借
り
て

環
境
整
備
作
業

夏
休
み
明
け
の
日
曜
日
、
年
に
一

度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
作
業
を
実
施
し
ま
し

た
。
坂
井
小
は
少
人
数
の
た
め
、
保

護
者
、
教
職
員
に
加
え
て
、
高
学
年

児
童
も
参
加
し
て
作
業
を
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
応
援
団
の
力
を
借
り

て
、
地
域
の
皆
さ
ん
へ
呼
び
か
け
た

と
こ
ろ
、「
坂
井
ち
ょ
っ
と
や
る
会
」

を
中
心
に
地
域
の
方
々
も
力
を
貸

し
て
く
れ
ま
し
た
。

作
業
内
容
は
、
９
月
の
運
動
会
へ

向
け
て
の
テ
ン
ト
の
設
営
や
グ
ラ

ン
ド
整
備
、
う
さ
ぎ
小
屋
の
掃
除
と

整
頓
、
校
舎
周
辺
側
溝
掃
除
、
敷
地

内
の
除
草
と
草
捨
て
場
の
運
び
出

し
、
砂
場
の
整
備
、
前
庭
池
の
掃
除
、

桜
の
枝
の
剪
定
、
校
舎
北
側
の
窓
ふ

き
で
し
た
。

午
前
の
早

い
時
間
に
実

施
し
ま
し
た

が
、
今
年
の

夏
は
猛
暑
続

き
で
し
た
の

で
、
水
分
を

補
給
し
な
が

ら
の
作
業
に

な
り
ま
し

た
。常

日
頃

よ
り
学
校

用
務
員
が

校
舎
内
外

の
環
境
整

備
に
努
め

て
お
り
ま

す
が
、
敷

地
が
広
い
た
め
大
変
で
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ

作
業
の
機
会
に
、
刈
払
い
機
を
た
く

さ
ん
持
ち
寄
っ
て
い
た
だ
き
、
大
勢

で
草
刈
り
作
業
を
し
た
り
、
軽
ト

ラ
ッ
ク
や
ダ
ン
プ
で
大
量
に
積
み

重
な
っ
て
い
る
草
枝
を
村
の
廃
棄

場
へ
運
搬
し
た
り
す
る
こ
と
な
ど

は
、
大
人
の
力
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば

難
し
い
こ
と
で
す
。

大
勢
の
力
や
知
恵
を
結
集
す
る

こ
と
で
、
２
時
間
足
ら
ず
の
時
間
で

し
た
が
、
ケ
ガ
無
く
安
全
な
作
業

で
、
校
舎
内
外
が
見
違
え
る
よ
う
に

き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

お
か
げ
で
９
月
の
運
動
会
練
習

か
ら
本
番
ま
で
、
き
れ
い
に
整
備
さ

れ
た
グ
ラ
ン
ド
で
、
子
ど
も
た
ち
は

精
一
杯
体
を
動
か
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

筑
北
小
学
校

《
手
作
り
と
遊
び
の
集
い
》

子
ど
も
た
ち
が
一
年
間
の
数
あ
る

行
事
の
中
で
、
と
て
も
楽
し
み
に
し

て
い
る
も
の
の
一
つ
「
手
作
り
と
遊

び
の
つ
ど
い
」
が
、
11
月
２
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
、
38
名
も
の
た
く
さ
ん
の

地
域
の
方
か
ら
の
応
援
を
い
た
だ

き
、19
の
講
座
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

自
分
が
作
っ
て
み
た
い
こ
と
・
体
験

し
て
み
た
い
こ
と
を
地
域
の
方
か
ら

教
わ
る
こ
と
を
通
し
て
、
子
ど
も
た

ち
が
他
学
年
の
友
だ
ち
や
地
域
の

方
々
と
つ
な
が
っ
て
い
く
大
切
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　

講師の先生方との出会い
（開　会　式）

☆続きは次号で☆

すごく飛ぶのを作るぞ！
（紙玉・割り箸鉄砲づくり）

何を作るのかな～
（竹細工づくり）

しっかりあいさつ
（缶ぽっくり・竹馬・紙とんぼあそび）
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聖
南
中
文
化
祭

第
五
十
七
回
き
さ
さ
げ
祭

テ
ー
マ
　
団
結

～
結
ば
れ
し
我
ら
の
想
い
～

〔
開
祭
式
〕

生
徒
会
役
員
扮
す
る
シ
ノ
リ
オ
、

ホ
ラ
ー
ジ
、
ハ
ニ
ー
チ
が
「
協
力
す

る
こ
と
が
苦
手
な
ノ
ノ
ッ
パ
に
聖
南

中
の
団
結
の
姿
を
き
さ
さ
げ
祭
で
見

せ
て
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
全
校
に
訴

え
、
第
五
十
七
回
き
さ
さ
げ
祭
が
始

ま
り
ま
し
た
。

〔
意
見
交
換
会
〕

意
見
交
換
会
で
は
、
次
の
意
見
発

表
が
あ
り
、
フ
ロ
ア
と
意
見
交
換
し

ま
し
た
。

・「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
る

う
れ
し
さ�

（
一
年
生
）

・
つ
ば
め
の
巣
の
返
し
板

　

        �

（
一
年
生
）

・
募
金
活
動
か
ら
学
ん
だ
こ
と

�

（
二
年
生
）

・
人
々
と
の
つ
な
が
り
（
二
年
生
）

・
共
に
生
き
る�

（
三
年
生
）

・
間
違
い
に
気
づ
い
て
ほ
し
い

�

（
三
年
生
）

・
東
北
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

�

（
東
北
被
災
地
訪
問
参
加
者
）

〔
学
年
発
表
〕

一
年
生
は
森
林
学
習
、
二
年
生
は

職
場
体
験
学
習
、
三
年
生
は
修
学
旅

行
と
進
路
学
習
に
つ
い
て
発
表
し
ま

し
た
。
各
学
年
、
劇
を
作
っ
て
学
ん

だ
こ
と
を
楽
し
く
伝
え
ま
し
た
。

〔
聖
南
バ
ト
ル
〕

準
備
体
操
か
ら
、
生
徒
・
保
護

者
・
地
域
の
方
が
団
結
し
て
大
き
な

声
が
！
全
校
生
徒
「
Ｓ
Ｄ
Ｄ
62
」
に

よ
る
ダ
ン
ス
は
、
き
さ
さ
げ
祭
の
団

結
の
象
徴
で
し
た
。生
徒
も
保
護
者
、

地
域
も
と
に
か
く
盛
り
上
が
っ
た
さ

わ
や
か
な
聖
南
バ
ト
ル
で
し
た
。

〔
き
さ
さ
げ
ふ
る
さ
と
コ
ン
サ
ー
ト
〕

今
年
度
か
ら
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を

き
さ
さ
げ
祭
に
組
み
込
み
ま
し
た
。

坂
北
童
謡
を
楽
し
む
会
、
麻
績
村

童
謡
を
歌
う
会
、
坂
井
童
謡
を
歌
う

会
、
コ
ー
ル･
筑
北
、
麻
績
コ
ー
ラ

ス
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
生

徒
と
団
結
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
を
作
り

上
げ
ま
し
た
。
最
後
は
恒
例
の
「
ふ

る
さ
と
」
を
会
場
全
員
で
大
合
唱
！

〔
閉
祭
式
〕

団
結
の
素
晴

し
さ
、
大
切
さ

を
実
感
で
き
た

第
五
十
七
回
き
さ
さ
げ
祭
で
し
た
。

�

（
文
責　

教
頭
）

左からハニーチ、
シノリオ、ホラージ、
そしてノノッパ

各発表について、
生徒だけでなく、
保護者、地域の方
からも意見が。団結。

団結！
準備体操から

ここまで盛り上がるとは

SDD62！

団結！



34

10
月
７
日
、最
後
の
運
動
会
が

各
地
域
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

第
13
回
筑
北
村
民
ゴ
ル
フ
大
会

台
風
の
影
響
に
よ
り
多
少
の
風
が

あ
っ
た
も
の
の
、
天
候
に
恵
ま
れ
、

ポ
カ
ポ
カ
し
た
陽
気
の
中
、
各
地
域

で
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

運
動
会
は
年
齢
・
性
別
に
関
係
な

く
、
村
民
が
一
堂
に
会
し
運
動
を
行

う
た
め
、
近
年
希
薄
化
し
て
い
る
地

域
間
、
ま
た
世
代
間
の
交
流
に
も
繋

が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

昭
和
半
ば
頃
よ
り
始
ま
っ
た
運
動

会
で
す
が
、
時
代
の
変
化
、
少
子
高

齢
化
の
影
響
に
伴
い
、
参
加
者
は
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
ま
ま
継
続
し
実
施
し
て
も
、

数
年
後
に
は
見
直
し
を
迫
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
運
動
会
形
式

で
の
体
育
祭
は
本
年
度
を
も
っ
て
終

了
さ
せ
、
31
年
度
か
ら
は
、
全
村
民

を
対
象
と
し
た
「
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
（
仮
称
）」
に
変
更
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
、
皆
様
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
仮

称
）
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ス
ポ
ー

ツ
関
係
団
体
等
と
協
議
し
な
が
ら
決

め
、
後
日
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

10
月
20
日
、
南
長
野
ゴ
ル
フ
倶
楽

部
に
お
い
て
「
第
13
回
筑
北
村
民
ゴ

ル
フ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
直
前
ま
で
巻
い
て
い
た

霧
も
ス
タ
ー
ト
時
に
は
晴
れ
渡
り
、

参
加
者
の
日
頃
の
行
い
が
絶
好
の
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
も
た
ら
し
た
と
思

い
き
や
、
ス
コ
ア
ー
と
一
緒
で
天
気

も
徐
々
に
荒
れ
始
め
、
午
後
は
雨
の

中
で
の
競
技
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
40
名
の
参
加
方
は
一

つ
で
も
ス
コ
ア
ー
を
伸
ば
そ
う
と
頑

張
り
な
が
ら
、
ま
た
楽
し
ん
で
プ

レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

　
　

↑　

※
悪
天
候
に
も
負
け
ず
、

　
見
事
優
勝
し
た
関
崎
さ
ん

☆
成
績
☆

優　

勝
…　

関
崎
和
儀
さ
ん

準
優
勝
…　

飯
森　

實
さ
ん

第
3
位
…　

関
川
美
彦
さ
ん

  

第
２・３
回
修
那
羅
石
神
仏
群

  

学
習
会　

村
外
講
座

公
民
館
よ
り
　
お
知
ら
せ

９
月
の
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、

公
民
館
長
及
び
図
書
館
長
・
歴
史
民

俗
資
料
等
館
長
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

宮
澤　

信
雄　

筑
北
村
公
民
館
長

山
崎　

洋
文　

筑
北
村
図
書
館
長

　
　
　
　
　
　

筑
北
村
歴
史
民
俗

　
　
　
　
　
　
　
　

資
料
等
館
長

10
月
11
日
よ
り
３
年
間
お
世
話
に

な
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

第
１
回
に
引
き
続
き
、
第
２
回
・

３
回
と
も
麻
績
村
出
身
で
八
十
二
文

化
財
団
理
事
の
宮
下
健
司
先
生
に
講

師
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

第
２
回
目
は
９
月
９
日
（
日
）
に

参
加
者
15
名
で
、
修
那
羅
大
天
武
が

修
行
し
弟
子
も
い
た
地
を
訪
ね
、
そ

の
地
と
の
つ
な
が
り
を
探
る
た
め
、

長
野
市
戸
隠
・
鬼
無
里
地
区
の
戸
隠

中
社
、
松
厳
寺
観
音
堂
な
ど
を
巡
り

ま
し
た
。

第
３
回
目
は
10
月
21
日
（
日
）
に

参
加
者
14
名
で
、
特
徴
あ
る
修
那
羅

調
と
い
わ
れ
る
石
造
仏
に
酷
似
し
た

石
仏
が
建
立
さ
れ
て
い
る
、
長
野
市

豊
野
地
区
の
観
音
山
石
造
三
十
三
観

音
像
、
御
嶽
権
現
社
の
石
仏
群
、
長

野
市
芋
井
地
区
で
は
飯
綱
神
社
里

宮
、
泉
平
神
社
な
ど
を
巡
り
、
修
那

羅
大
天
武
と
の
つ
な
が
り
や
石
神
仏

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

第
４
回
目
は
２
月
頃
に
、
講
師
を

筑
北
村
文
化
財
調
査
保
護
委
員
の
一

ノ
瀬
泰
明
さ
ん
に
お
願
い
し
て
、
修

那
羅
大
天
武
と
石
神
仏
群
に
つ
い
て

講
座
学
習
会
を
行
う
予
定
で
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
、
決
定
次
第
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

第３回豊野地区の観音山石造三十三観音像
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聖
南
中
学
校
吹
奏
楽
部

大
活
躍
し
ま
し
た
♪

風
の
た
よ
り

　
季
節
の
し
ら
せ

「
立
葵
の
花
が
一
番
上
ま
で
咲
く

と
梅
雨
が
明
け
る
」

私
が
筑
北
村
に
来
て
、
初
め
て
聞

い
た
言
い
伝
え
で
し
た
。

「
渡
り
鳥
が
羽
を
休
め
に
降
り
て
く

る
」「
雪
虫
を
見
る
と
初
雪
が
降
る
」

季
節
の
変
わ
り
目
に
は
、
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
こ
の
よ
う
な
言
い
伝
え
が

囁
か
れ
ま
す
。
筑
北
村
の
方
々
は
特

に
敏
感
で
、
季
節
を
知
る
手
が
か
り

が
共
通
認
識
と
し
て
根
強
く
残
っ
て

い
ま
す
。

季
節
を
分
け
る
言
葉
に
二
十
四
節

気
、
七
十
二
候
等
が
あ
り
ま
す
。

二
十
四
節
気
で
は
、
今
頃
の
季
節

を
「
霜
降
」
と
言
い
、
露
が
霜
に
変

わ
り
、
だ
ん
だ
ん
と
冬
が
近
づ
い
て

く
る
と
い
う
意
味
で
す
。

七
十
二
候
で
は
、「
楓
蔦
黄
（
も

み
じ
や
蔦
が
黄
葉
す
る
）」
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

貴
方
の
周
り
で
思
い
当
た
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

季
節
を
愉
し
む
す
べ
を
会
得
し
て

い
る
日
本
人
。
現
代
で
は
ど
れ
だ
け

の
人
が
で
き
て
い
る
こ
と
な
の
で

し
ょ
う
。

身
の
回
り
に
起
こ
る
様
々
な
変
化

に
気
づ
い
て
感
じ
る
こ
と
。
あ
た
り

ま
え
の
よ
う
に
聞
こ
え
ま
す
が
、
こ

れ
は
慌
た
だ
し
く
追
い
詰
め
ら
れ
て

い
る
状
況
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
は
じ

め
は
ど
こ
か
の
誰
か
の
小
さ
な
発

見
。
そ
う
い
っ
た
物
事
に
気
づ
き
、

大
事
に
す
る
人
々
の
、
心
の
余
裕
を

感
じ
ま
す
。

今
年
は
自
分
だ
け
の
七
十
二
候
を

発
見
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。例

え
ば
私
が
今
日
見
た
も

の
で
七
十
二
候
を
作
る
な
ら

ば
、「
霧
藁
覆
（
刈
り
取
っ
た
後

の
稲
藁
に
朝
霧
が
覆
い
か
ぶ
さ
る
）」

で
す
。
高
地
な
ら
で
は
の
、
秋
の
景

色
で
し
ょ
う
か
。

�

有
那
た
ま

前
回
号
で
も
お
伝
え
し
ま
し
た

が
、
本
年
度
の
吹
奏
楽
部
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
少
な
い
部
員
数
11
名

で
、
日
頃
か
ら
一
生
懸
命
練
習
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

８
月
26
日
に
、
中
部
日
本
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
長
野
県
大
会
小
編
成
の

部
に
て
、
県
代
表
に
輝
き
ま
し
た
。

本
大
会
は
、
10
月
７
日
に
石
川
県

金
沢
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
県
代

表
の
中
で
も
、
レ
ベ
ル
が
高
い
演
奏

で
、
銀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

こ
れ
で
３
年
生
は
引
退
に
な
り
ま

す
。
少
人
数
で
も
迫
力
・
堂
々
た
る

演
奏
が
出
来
る
聖
南
中
学
校
吹
奏
楽

部
。
こ
れ
か
ら
も
、
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。

本番前の練習に気合が
はいる若き部員

本大会演奏
終えての皆の
笑顔 (^ ω ^)
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9 月 16 日に小学校、9 月 27 日に保育園の運動会が開催されました。小学校は雨天の翌日、
保育園は雨のため 3 年連続の体育館での運動会となりましたが、児童も園児も天候に負けない大
活躍の平成最後の運動会でした。

見せろ団結 勝ちとれ栄冠 力の限り全力で

平成最後の運動会 自分の力を出しきろう
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筑北・坂井小学校☆筑北ひまわり・坂井保育園
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坂
井
地
域
の
お
月
見
会

９
月
16
日
安
養
寺
で
「
名
月
演
奏

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
当
は

冠
着
山
に
登
っ
て
奉
納
演
奏
会
が
で

き
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
難
し
い
の

で
安
養
寺
を
会
場
に
５
回
目
の
開
催

と
な
り
ま

し
た
。
童

謡
を
楽
し

む
会
・
マ

ン
ド
リ
ン

ギ
タ
ー
ク

ラ
ブ
・
消

防
の
ラ
ッ

パ
・
三
味

線
の
演
奏
・

ギ
タ
ー
の

演
奏
と

５
つ
の
グ

ル
ー
プ
が

参
加
し
ま

し
た
。
す

て
き
な
演

奏
会
な
の

で
来
年
は

み
な
さ
ん

も
ぜ
ひ
聴

き
に
来
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
９
月
24
日
坂
井
永
井
地
区

の
７
常
会
（
旧
永
井
村
地
区
）
で

恒
例
の
冠
着
山
お
月
見
会
が
あ
り

ま
し
た
。
各
常
会
か
ら
重
い
荷
物

を
背
負
っ
て
き
て
、
山
頂
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
し
ま
す
。
お
酒
は
各
常
会

持
ち
寄
り
で
、

そ
れ
を
お
互
い

に
注
い
で
周
っ

て
い
る
様
子
が

印
象
的
で
し

た
。
山
頂
で
の

神
事
は
安
養
寺

の
山
口
和
尚
が

行
い
ま
し
た
。

と
て
も
神
聖
な

空
気
が
漂
っ
て

い
ま
し
た
。

男
性
だ
け
で

は
な
く
、
女
性

の
参
加
者
も
い

て
、
毎
年
楽
し

み
に
し
て
い
る

方
も
多
い
と
聞

き
ま
し
た
。

初
め
て
参
加
し
た
協
力
隊
の
青
木

さ
ん
は
「
山
頂
で
飲
む
お
酒
は
な
か

な
か
い
い
で
す
！
来
年
も
ぜ
ひ
参
加

し
た
い
面
白
い
伝
統
文
化
だ
と
思
い

ま
し
た
。」
と
感
想
を
聞
か
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

山
頂
で
飲
み
す
ぎ
て
し
ま
う
と

下
る
の
が
な
か
な
か
大
変
で
「
昔
○

○
さ
ん
を
お
ぶ
っ
て
降
り
て
き
た
ん

だ
。」「
転
ん
で
大
変
だ
っ
た
ん
だ
。」

等
の
話
も
聞
き
ま
し
た
。

と
て
も
楽
し
い
会
な
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
ず
っ
と
続
け
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

　

コ
ラ
ム

家
の
軒
先
に
干
し
柿
が
吊
り
下

が
る
様
は
、
秋
が
深
ま
っ
て
も
う

す
ぐ
冬
に
な
る
な
ぁ
と
感
じ
る
光

景
で
す
。
私
は
こ
の
吊
る
し
柿
を

「
で
き
る
主
婦
の
狼
煙
」
と
呼
び

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
柿
の
皮
を
剥

き
、
一
つ
一
つ
紐
で
縛
る
…
そ
の

手
間
ひ
ま
は
想
像
易
く
「
あ
ぁ
、

こ
こ
の
お
母
さ
ん
も
、
あ
そ
こ
の

お
母
さ
ん
も
夜
な
べ
し
て
…
」
と

感
心
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

さ
て
、
干
し
柿
は
渋
柿
で
作
ら

れ
ま
す
が
、
干
す
こ
と
に
よ
り
渋

が
抜
け
、
甘
さ
と
保
存
性
と
栄
養

価
が
増
し
ま
す
。
昔
の
人
の
知
恵

で
す
ね
。
そ
の
ま
ま
食
べ
て
も
美

味
し
い
で
す
し
、
料
理
の
甘
み
と

し
て
も
活
躍
し
、
コ
コ
ナ
ツ
オ
イ

ル
と
コ
コ
ア
パ
ウ
ダ
ー
と
合
わ
せ

た
ら
ヘ
ル
シ
ー
な
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

風
の
洋
菓
子
に
早
変
わ
り
。
な
ん

と
も
ス
ロ
ー
か
つ
ス
ー
パ
ー
フ
ー

ド
！
次
世
代
に
繋
い
で
い
き
た
い

食
文
化
で
す
。

今
年
は
柿
の
当
た
り
年
。
意
を

決
し
て
狼
煙
を
あ
げ
て
み
る
こ
と

に
し
ま
す
。
果
た
し
て
う
ま
く
い

く
の
で
し
ょ
う
か
。�

（
の
ら
や
）
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館
報
編
集
後
記

館
報
第
78
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

こ
ん
な
に
天
災
の
多
い
年
は
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
地
震
や
集

中
豪
雨
、
台
風
の
直
撃
な
ど
ニ
ュ
ー

ス
の
映
像
で
驚
き
の
連
続
で
し
た
。

幸
い
な
こ
と
に
長
野
県
で
は
大
き

な
被
害
は
少
な
い
よ
う
で
す
が
、

今
ど
こ
で
何
が
起
こ
る
か
予
測
が

で
き
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
年
は
こ
れ

か
ら
来
る
冬
の
雪
が
心
配
に
な
り

ま
す
ね
。

ま
た
、
９
月
に
雨
が
多
く
て
き

の
こ
が
豊
作
だ
と
新
聞
や
ニ
ュ
ー

ス
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
影
響
か
、

最
近
山
で
の
遭
難
や
事
故
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。
筑
北
村
内
で

も
残
念
な
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。

私
も
山
に
き
の
こ
を
採
り
に
入
り

ま
す
が
、
例
年
並
み
だ
と
思
い
ま

す
。
報
道
に
踊
ら
さ
れ
て
い
る
の

か
、
山
の
中
で
初
め
て
知
ら
な
い

人
と
遭
遇
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

普
通
の
人
は
、
山
に
持
ち
主
が
い

る
と
は
考
え
な
い
の
で
し
ょ
う

か
？
ル
ー
ル
を
守
っ
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
気
を
付

け
て
き
の
こ
採
り
頑
張
り
ま
し
ょ

う
ね
！

�

Ｒ
Ｅ
Ｉ

地
域
石
仏
の
宝
の
場
所

こ
こ
坂
井
地
域
の
修
那
羅
峠
近
く

真
田
（
し
ん
で
ん
）
に
、
大
平
と
云

う
地
区
が
あ
り
ま
す
。

大
平
は
、
県
道
12
号
線
か
ら
左
折

し
て
、
登
り
坂
を
約
１
キ
ロ
登
り
ま

す
。
そ
こ
に
、
地
元
の
方
が
祀
っ
た

貴
重
な
石
仏
が
あ
る
と
聞
き
、
太
田

さ
ん
の
案
内
で
訪
れ
て
み
ま
し
た
。

足
元
を
気
に
し
な
が
ら
細
い
山
道

を
進
む
と
、
頭
上
に
、
そ
び
え
立
つ

石
仏
「
千
手
観
音
」
が
見
え
て
き
ま

し
た
。

太
田
さ
ん
は
、「
明
治
時
代
に
大

平
の
住
民
が
、
四
国
巡
り
を
し
た

時
に
、
感
銘
を
受
け
る
も
の
が
あ

り
、
千
手
観
音
様
を
建
て
た
。」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。千
手
観
音
は
、

１
６
０
㎝
も
あ
り
、
と
て
も
立
派
で

し
た
。

そ
し
て
、
千
手
観
音
様
の
右
上
の

場
所
に
は
、
江
戸
時
代
末
期
ご
ろ
建

て
ら
れ
た
と
云
う
、
災
害
除
去
や
魔

除
け
安
産
・
財
産
を
得
る
な
ど
種
々

の
霊
験
を
も
つ
と
信
じ
ら
れ
て
い
る

「
不
動
明
王
」
が
あ
り
ま
し
た
。

不
動
明
王
の
使
者
と
し
て
「
八
童

子
」
が
八
体
あ
り
、
一
つ
一
つ
が
可

愛
い
顔
立
ち
で
、
と
て
も
愛
ら
し
く

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
石
仏
が
あ
る
の
は
、
近
く

に
沢
が
あ
り
、
熊
野
川
と
み
た
て
霊

場
と
し
て
建
て
ら
れ
た
の
で
は
と
思

い
ま
す
。

ここから上り坂！

いきなり千手観音様登場

可愛い八童子

立派な不道明王様

太田さんの案内で山道を奥へ

追
伸
：
今
回
の
取
材
は
、
昨
年
ま

で
住
ん
で
い
た
方
の
了
解
の
元

で
、
大
平
地
区
に
入
り
ま
し
た
。
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前
日
ま
で
の
雨
も
止
み
、
絶
好
の

稲
刈
り
日
和
と
な
り
ま
し
た
。
田
植

え
を
し
て
か
ら
、
田
ん
ぼ
の
管
理
、

あ
ぜ
の
草
刈
り
と
保
育
園
の
応
援
団

の
方
々
が
ず
っ
と
見
守
っ
て
い
て
下

さ
り
、
立
派
に
穂
が
実
り
、
い
よ
い

よ
収
穫
と
な
り
ま
し
た
。

鎌
を
持
っ
て
、
ど
き
ど
き
の
稲
刈

り
体
験
で
す
。
応
援
団
の
方
や
保
護

者
の
方
々
に
手
を
と
っ
て
も
ら
い
、

ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
刈
り
ま
し
た
。

９
月
13
日
に
松
本
短
期
大
学
の
学

生
さ
ん
が
遊
び
に
来
て
く
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
達
が
楽
し
め
る
よ
う
に

と
体
操
や
水
鉄
砲
の
遊
び
を
考
え
て

く
れ
て
、
子
ど
も
達
も
園
庭
を
思
い

切
り
駆
け
回
り
、
お
兄
さ
ん
お
姉
さ

ん
と
た
く
さ
ん
遊
べ
て
に
こ
に
こ
笑

顔
で
し
た
。

　　

稲
束
も
一
生
懸
命
運
ん
で
掛
け

て
も
ら
い
ま
し
た
。
み
ん
な
と
っ
て

も
働
き
者
で
す
。

お
米
が
た
く
さ
ん
と
れ
た
の
で
、

お
世
話
に
な
っ
た
応
援
団
の
皆
さ
ん

を
招
待
し
、
収
穫
祭
や
も
ち
つ
き
会

で
味
わ
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
手

伝
い
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

子
ど
も
達
が
収
穫
し
た
じ
ゃ
が

芋
を
使
い
、

祖
父
母
の

方
と
ク
ッ

キ
ン
グ
を

し
一
緒
に

素
朴
な
味

を
楽
し
み

ま
し
た
。

焼
い
て
い

る
間
に
行
っ

た
ふ
れ
あ
い

遊
び
で
は
笑

顔
が
い
っ
ぱ

い
見
ら
れ
ま

し
た
。

稲
刈
り
を
し
た
よ

次
は
脱
穀
だ
よ

り
ん
ご
は

お
お
き
く
な
っ
た
か
な

祖
父
母
参
観
日

い
も
餅
作
り

筑
北
村
２
保
育
園

２
園
交
流
会

「
お
米
が
と
れ
た
よ
～
」

筑
北
ひ
ま
わ
り
保
育
園

坂
井
保
育
園

よいしょ、 よいしょ

応援団の方にも
お手伝いいただきました

うまく刈れるかな？

まてー
水かけちゃうぞ～

お米になるかなぁ？

春から生長を観察させてもらっている
りんご。 アルプスおとめは真っ赤。
マイりんごの収穫が楽しみです♪

どんな形にしようかな



子育て支援センターだより
☎　２２－６６－２９７５
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＜センターへの持ち物＞
飲み物（水かお茶）、おむつ、おしり拭き、おむつ替え用タオル、
お手ふき、ティッシュ、ごみ袋など	 各自必要な物

あそびに
来る方へ

11 月から 1 月の行事予定
＜ 10 時までにお越しください＞

1 月
日 に ち 内 容
11 日（金） 保育園ごっこ
16 日（水） どんぐりくらぶ
21 日（月） ベビーマッサージ
25 日 ( 金） 保育園ごっこ
28 日（月） 英語であそぼう

～お正月のあそび～

12 月
日 に ち 内 容

　5 日（水） 誕生会（11,12 月生まれ）
7 日（金） 運動あそび

10 日（月） 英語であそぼう
12 日（水） どんぐりくらぶ
14 日（金） 保育園ごっこ
17 日（月） ベビーマッサージ
19 日（水） クリスマス会

26 日（水） 保育園ごっこ
～ツリー飾りを作ろう～

11 月
日 に ち 内 容
　7 日（水） 避難訓練・消防車見学
　9 日（金） どんぐりくらぶ

やきいも会
19 日（月） ベビーマッサージ
20 日（火） キッズビクス

～木の実や落ち葉、自然物であそぼう～

センターでは、育児・子育てのご相談を随時お受けします。
お気軽にご相談ください。

※詳しくは「にじいろカレンダー」をご確認ください。

冷たい風が吹き、木の葉舞い散る季節となりました。秋から冬に向かう季節を感じ
ながら、子育て支援センターでは様々なあそびや行事を計画しています。楽しみに
お出掛けください。

異国の文化にふれながら、「英語であそ
ぼう」で、ハロウィンを行いました。手
作りのマントやベストで、かわいく仮装
して、筑北村役場までお母さんと練り
歩きました。村長さんからお菓子をい
ただき、みんなニッコリ笑顔でした。

トリック
オア

トリート

子どもは村の
宝物です。

どんぐりくらぶの日に、
衣装を作ったよ。
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筑北村図書館　問い合わせ　℡：66-1115　（２２電話はつながりません。ご注意ください。）

図書館からのお知らせ

おはなしポケットのみなさんとおはなし会を行いました。読み聞かせや“あいこじゃんけん”
などをして、「おばけなんてないさ♪」の歌に合わせたブラックパネルシアターを見た後に、工
作でハロウィンのお面を作りました。そして、できたお面をつけて山崎館長の案内でお菓子をも
らえるトンネルへ！出口にいた大きなガマガエルにビックリしていた子もいました。

ハロウィンおはなし会� 10月14日

★ファーストブック（平成２９年４月２日～平成３０年４月１日生まれ対象）

日時：平成３０年１１月３０日（金）　受付１０時１５分　開始１０時 30 分～１１時頃
場所：筑北村図書館　２階多目的室
対象の方には事前に通知がしてあります。
出席予定の方は、この日に来館をお願いします。

★クリスマス上映会（参加無料）

日時：平成３０年１２月１６日（日）
　　　①１０時００分～１１時３０分　
　　　②１５時００分～１６時３０分
場所：筑北村図書館 ２階多目的室
題名：「サンタクロースになった少年」
同じ内容の映画を２回上映します。都合の合う時間にぜひどうぞ！

★山崎館長の「大人のための元号のおはなし～大化から平成まで～」
日時：平成３１年１月１４日（月） １３時３０分～１５時頃
場所：筑北村図書館 ２階多目的室

「平成」からどんな年号に変わるのでしょう？これまでの年号について館長が解説します。

筑 北 村 図 書 館 だ よ り
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秋の夜長に読書を…！筑北村図書館は、毎年１１月を読書月間と
して、本を 1 冊借りる毎にスタンプを１個、それを１０個集めると
プレゼントと交換できるスタンプラリーを行っています。プレゼン
トの交換期限は１２月末までです。ぜひご参加ください。また、図
書館の大きな平面書架には、今年も館長と職員３名のオススメ本が
並んでいます。それとなく職員のカラーが出ているので、誰のオス
スメ本か当てるのも面白いかもしれませんよ！

松本美幸さんによる読み聞かせ講座第２弾が行なわれました。今回の講座では、地域の皆さん
が絵本に関わる機会を増やしたいと、絵本の紹介を軸にお話していただきました。その中で、絵
本にはその子の心の成長や力になっていく「主食絵本」と、本人の好きなキャラクター等が出て
くる「おやつ絵本」があることや、昔話の読み聞かせでの余韻の残し方など、具体的なアドバイ
スをしてもらいました。

ゆい＊パペットシアターによる観劇会が行なわれました。図書館での観劇会に、より多く参加
してもらえる様、今回から一般の方の参加も可能にしました。すると、「めずらしい」と沢山の
方が集まってくれました。

この劇団の構成員は
音響と演じ手のたった
の２人ですが、２人で
やっているとはとても
思えない人形の動きと
仕掛け、加えて三味線
の音色にみんな感激し
ていました。

11月は読書月間です！

観劇会� 10月２日

地域とつながる読書活動� 9月9日

筑 北 村 図 書 館 だ よ り



最後の体育祭

本城地域

坂井地域

坂北地域
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